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特集　みんながともにいきいきと暮らせるまちに

　在留外国人数は、平成 20 年の世界的な経済危
機や同 23 年の東日本大震災の影響で一時減少し
ました。
　しかし、近年は中国やベトナム、フィリピンか
らの技能実習生などの来日によって、増加傾向に
あります。

　世代別では、20 〜 40 歳代の働く世代が最も多
く、外国人住民の多くが市内の産業に従事し、産
業を支えていることがわかります。

出典：彦根市多文化共生推進プラン（平成 29 年 3 月）

１　コミュニケーション支援
▶︎彦根市ホームページや SNS（ソーシャル・ネットワーキング・

サービス）などを活用し、多言語に訳された行政情報・案内
などを発信

▶ボランティアや市民団体による日本語教室の開催を充実さ
せるために必要な支援の実施

▶外国人住民向けに相談員や相談窓口を設置

２　安心して生活するための環境づくり
▶担当部署・関係機関を対象にした多文化ソーシャルワーク
（多様な文化的背景を持った人が抱える問題の解決に向けた対応）の
研修を実施

▶外国人児童・生徒を対象に母
ぼ

語
ご

教室・子ども多文化クラブな
どを開催

▶市立病院に医療通訳員（ポルトガル語）を配置
▶災害時外国人支援ガイドライン、やさしい日本語を使った避

難マニュアルなどの作成

３　多文化共生の地域づくり
▶「人権のまちづくり懇談会」などで多文化共生をテー

マにした講演や研修を実施
▶多文化共生サポーターを市民から募集
▶外国人住民が関わる活動・イベントに関する情報をさ

まざまなメディアで発信

　

外
国
人
住
民
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
市
で
は
、
多

言
語
で
の
情
報
発
信
や
通
訳
の
配
置
な
ど
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、子
ど
も
達
へ
の

学
習
支
援
や
災
害
時
の
体
制
整
備
な
ど
、今
も
課

題
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
３
月
、
人
種
に
関
係
な
く
、
多
様
な
価
値

観
を
認
め
合
い
、お
互
い
の
理
解
と
尊
重
の
も
と
、

全
て
の
市
民
が
協
働
し
て
多
文
化
共
生
の
ま
ち

づ
く
り
を
行
う「
彦
根
市
多
文
化
共
生
推
進
プ
ラ

ン
」を
策
定
し
ま
し
た
。
多
文
化
共
生
社
会
の
実

現
に
向
け
て
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

人
権
政
策
課
☎
30-

６
１

１
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

８
５
７
７
番
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その他
 9.2％

米国 2.9％

韓国・朝鮮
　9.8％

ベトナム
14.7％

フィリピン
17.7％

ブラジル
19.5％

中国・台湾
26.2％

彦根市の外国人住民（人数）の推移

外国人住民の現状

国籍別の内訳

彦根市多文化共生推進プラン
ともにいきいきと暮らせるまち　ひこね

そもそも、
多文化共生って
なぁに？

多文化共生は、
さまざまな国籍や民族の人々が、
文化的な違いを認め合い、互いに
尊重しながらともに生きていく
こと　だよ。

住民のうち
約50人に1人が

外国人住民

Q. この数字は何を表しているでしょう？

2,264 人

A. 彦根市に住む外国人住民の人数
（平成 29 年 10 月現在）
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◆ 彦根は 1 番住みやすい
23 歳の時、働くためにブラジルから来日しました。当初は日本語がほとんど理

解できず、職場では心ない言葉を言われることもありました。働きながら、少し
ずつ自分で日本語を勉強し、段々と言葉が理解できるようになりました。
他の地域で暮らしたこともありますが、彦根は 1番住みやすいと思います。そ

れは、外国人に対する差別や偏見を、彦根ではあまり感じたことがないためです。
また、外国人向けのサービスが充実していたり、言葉がわからなくても一生懸命
に優しく対応しようとする気持ちが感じられたりします。

◆ 料理を通して知ってもらいたい
ブラジル料理を知ってもらうチャンスだと思って出店した「ウィズマルシェ」

では、たくさんの人にブラジルのお菓子を知ってもらえました。
「おいしい！」と笑顔で食べてくれたことが嬉しく、これからも料理を通してブ
ラジルの文化を紹介していきたいと思っています。

◆ 子どもに自分らしさを大事にしてもらいたい
私の子どもが通う学校には多くの外国人児童がいますが、自分自身のアイデンティティー（独自性）を隠そ

うとする姿を見かけます。「外国＝アメリカ」と思われることも多いですが、世界にはいろんな国があり、そ
れぞれ文化などが異なるため、興味を持って視野を広げてほしいです。

将来、子ども達が堂々と自分の出身国を言えるようになったら
いいなと思います。

多文化共生社会の実現には、国籍や文化背景の違いによらず、一
人ひとりの意識や行動によって、よりよい社会を作っていくことが
求められます。

私たちの社会は、国籍や文化背景の違いに限らず、性別や年齢、生
まれや育ちなど、さまざまな違いや個性を持った人々とともに生き
ています。そうした中で多文化共生社会を実現するためには、単に
「外国人」を対象とした取り組みだけでなく、「全ての市民」が関わ
り合っていくような取り組みが必要で、一人ひとりが当事者として
主体的な意識を持つことが大切です。そうすることで、結果的に誰
もが尊重され、暮らしやすい社会になっていくのだと考えています。

「多文化共生」という言葉を使わなくても、こうした意識が日常生
活の中に当たり前にある社会になっていってほしいと思います。

多文化共生フォーラム
テーマ：
　災害に備える
　　〜外国人住民のための
　　　　避難所運営・情報伝達のあり方をみんなで考える〜

　国籍に関係なく、一緒に多文化共生について考えま
しょう。今回は防災の観点から、災害時の外国人住民へ
の対応などをどのように行うとよいかを話し合います。
※ポルトガル語・英語・中国語の
通訳対応があります。必要な場合
はお申し出ください。

日時　2 月 12 日（月・振）10：00 〜 12：00
場所　大学サテライト・プラザ彦根（アル・プラザ彦根 6 階）

申込期限　2 月 7 日㈬
申込方法　電話かFAXで 人権政策課に申し込んでください。

彦根市多文化共生サポーター
　多文化共生サポーターは、外国人住民が、より暮らしやすくす
るために支援を行う人です。

　　　　　　　　外国語が話せる人だけでなく、全く話せない人も大歓迎です。

◆どんな活動をするの？
　夏休み・冬休みの子ども多文化クラブ（外国人児童・生徒が対
象）で社会科見学に付き添ったり、勉強を教えたり、さまざま
な国の文化的活動を一緒に楽しんだりします。
　このほか、母語教室・多国籍料理教室の補助などがあります。

　登録を希望される場合は、 人権政策課にある申込書に記入
して、窓口に提出してください。

　　　　　　　　　申込・問い合わせ先
　　　　　　　　　　　 人権政策課☎30-6113、FAX24-8577、 kokusai@ma.city.hikone.shiga.jp

　シロマ・
　マルシア・アケミさん

彦根市多文化共生推進プラン
策定委員会長
　森 雄二郎さん（聖泉大学講師）

　　　　　　　いろんな国に興味を持って
　　　　　　　視野を広げてほしい

　　　国籍などもひとつの個性

考えよう

登録しよう

◀
外
国
人
住
民
対
象
の
行
政
制
度
説
明
会

▶
子
ど
も
多
文
化
ク
ラ
ブ

多文化共
生につい

て

インタビュ
ーしてみま

した！

インタビュー  ①

インタビュー  ②

( ブラジル出身）

42018・2・1
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この社会　あなたの税が
市・県民税の申告
税務課市民税係（彦根駅西口仮庁舎 3 階）

☎ 30-6140

２
／
16
㈮
〜
３
／
15
㈭

期
限
が
近
づ
く
と
、
窓
口
が
た
い
へ
ん
混
雑
し

ま
す
。
早
め
に
申
告
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

市
・
県
民
税
と
所
得
税

お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
申
告

いきている

所得税の確定申告
彦根税務署（立花町 5-20）

☎ 22-7640【自動音声案内】

申
告
の
案
内

　

市
・
県
民
税
の
申

告
が
必
要
と
思
わ
れ

る
人
に
は
、「
申
告
の

ご
案
内
」
を
郵
送
し
ま

す
。
申
告
書
は
、
申
告

の
受
付
会
場
に
用
意

し
て
い
ま
す
の
で
、
そ

の
場
で
作
成
で
き
ま

す
。
事
前
に
申
告
書
が

必
要
な
場
合
は
、

税

務
課
（
彦
根
駅
西
口
仮
庁

舎
３
階
）
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
申
告
受
付
を
左
の
日
程
で
行

い
ま
す
。
「
申
告
の
ご
案
内
」
の
送
付
が

な
か
っ
た
人
で
も
、
申
告
が
必
要
な
場
合

は
最
寄
り
の
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
（
以

下
、「
所
得
税
」）
の
確
定
申
告
（
こ
の
ペ
ー
ジ

下
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
を
す
る
人
は
、
市
・
県

民
税
の
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

営
業
・
農
業
・
不
動
産
所
得
の
あ
る
人

は
、「
収
支
内
訳
書
」
が
必
要
で
す
。
事
前

に
作
成
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
告
に
必
要
な
も
の­

▼
「
申
告
の
ご
案
内
」

▼
印
鑑

▼
平
成
29
年
中
の
所
得
が
明
ら
か
に
な
る

書
類
（
源
泉
徴
収
票
、
支
払
調
書
な
ど
）

▼
営
業
・
農
業
・
不
動
産
所
得
の
「
収
支

内
訳
書
」

▼
所
得
控
除
の
対
象
と
な
る
も
の
に
関
す

る
書
類
（
医
療
費
の
明
細
書
、雑
損
控
除
の
対
象

と
な
る
各
種
領
収
書
、生
命
保
険
料
や
地
震
保
険
料

な
ど
の
控
除
証
明
書
、
国
民
年
金
保
険
料
・
国
民
健

康
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・
介
護
保
険

料
の
支
払
証
明
書
、
寄
附
金
の
領
収
書
な
ど
）

▼
配
偶
者（
特
別
）控
除
を
受
け
る
人
は
、配

偶
者
の
所
得
が
確
認
で
き
る
書
類
な
ど

▼
身
体
障
害
者
な
ど
の
人
は
、
障
害
者
手

帳
な
ど

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
本
人
確
認
書
類（
詳
し
く

は
７
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　

年
金
所
得
者
の
確
定
申
告
な
ど
、
簡
易

な
所
得
税
の
申
告
も
受
け
付
け
ま
す
。
た

だ
し
、
次
に
該
当
す
る
人
は
、
税
務
署
が

開
設
す
る
申
告
書
作
成
会
場
（
商
工
会
議
所

４
階
）
で
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
所
得
税
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を

受
け
る
人

▼
譲
渡
所
得
（
株
式
譲
渡
、
不
動
産
譲
渡
な

ど
）
が
あ
る
人

▼
青
色
申
告
を
す
る
人

▼
初
め
て
事
業
所
得
を
申
告
す
る
人

▼
税
務
署
か
ら
申
告
書
が
送
付
さ
れ
た
人

▼
住
宅
耐
震
改
修
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改

修
・
省
エ
ネ
改
修
な
ど
の
特
別
控
除
を

受
け
る
人

ご
注
意
く
だ
さ
い

▼
国
民
年
金
保
険
料
の
控
除
を
受
け
る
場

合
は
、
控
除
証
明
書
が
必
要
で
す
。
郵

送
さ
れ
な
い
場
合
な
ど
は
、
彦
根
年
金

事
務
所
（
☎
23-

１
１
１
４
番
）
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、「
医

療
費
の
明
細
書
」
を
申
告
書
に
添
付
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
作
成
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
確
定
申
告
を
す
る
場
合
、
市
で
は
申
告

書
（
控
）
に
受
付
印
を
押

す
こ
と
や
、
持
ち
込
み
の

申
告
書
に
印
字
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

所
得
税
は
、
納
税
者

自
身
が
１
年
間
の
所
得

と
税
額
を
計
算
し
、
申

告
・
納
付
す
る
し
く
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

確
定
申
告
が
必
要
な

人
で
、
期
限
ま
で
に
申

告
を
し
な
か
っ
た
り
、

誤
っ
た
申
告
を
し
た
り

す
る
と
、
延
滞
税
や
加

算
税
が
か
か
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

申
告
書
作
成
会
場
は

彦
根
商
工
会
議
所
で
す

　

確
定
申
告
期
間
中
の
申
告
書
作
成
会
場

は
、
昨
年
と
同
じ
く
彦
根
商
工
会
議
所
４

階
で
す
。
彦
根
税
務
署
に
は
申
告
書
作
成

会
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

開
設
期
間　

２
月
16
日
㈮
〜
３
月
15
日

㈭
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

相
談
受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
申
告
書
作
成
会
場
の
混
雑
状
況
に
よ

り
、
早
め
に
相
談
受
付
を
終
了
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
彦
根
税
務
署
で
は
、
作
成
済
み
の
申

告
書
な
ど
の
受
付
、
納
税
、
納
税
証

明
書
の
交
付
の
み
行
い
ま
す
。

医
療
費
控
除
に
関
す
る
改
正

▼
添
付
書
類

　

平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、
医
療

費
の
領
収
書
に
代
わ
り
、「
医
療
費
控
除
の

明
細
書
」
の
添
付
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

▼
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
の

創
設

　

健
康
の
保
持
増
進
お
よ
び
疾
病
予
防

の
一
定
の
取
り
組
み
（
特
定
健
康
診
査
、予

防
接
種
、
定
期
健
康
診
断
、
健
康
診
査
、
が
ん

検
診
）
を
行
っ
て
い
る
人
が
、
特
定
一
般

用
医
薬
品
な
ど
を
購
入
し
た
場
合
、
１

万
２
千
円
を
超
え
る
部
分
が
医
療
費
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
（
８
万
８
千
円
が

上
限
。
こ
の
控
除
を
受
け
る
場
合
、
従
来
の
医

療
費
控
除
は
適
用
で
き
ま
せ
ん
）。

※「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」を
添
付
し

て
申
告
し
た
場
合
、
領
収
書
は
５
年

間
の
保
存
が
必
要
と
な
り
ま
す
（
２

０
１
９
年
分
の
確
定
申
告
ま
で
は
領
収
書

の
添
付
・
提
示
に
よ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
）。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が

必
要
で
す

　

平
成
28
年
分
の
確
定
申
告
の
手
続
き
か

ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
と
本
人
確
認

書
類
の
提
示
ま
た
は
コ
ピ
ー
の
添
付
が
必

要
で
す
。
確
認
書
類
は
次
の
と
お
り
で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
あ
る
人

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
番
号
確
認
と
身
元

確
認
が
同
時
に
で
き
ま
す
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
な
い
人

次
の
①
②
い
ず
れ
も
必
要
で
す
。

①
通
知
カ
ー
ド
、
住
民
票
の
コ
ピ
ー
ま
た
は

住
民
票
記
載
事
項
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載

さ
れ
た
も
の
）な
ど
の
う
ち
い
ず
れ
か
１
つ

②
運
転
免
許
証
、健
康
保
険
証
、パ
ス
ポ
ー

ト
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
在
留
カ
ー
ド

な
ど
の
う
ち
い
ず
れ
か
１
つ

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
で
も

申
告
書
が
作
成
で
き
ま
す

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
で
も
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
申
告
書
が
作

成
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
パ
ソ
コ
ン
で
利

用
可
能
な
「
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
」
で
の
申
告
書

の
電
子
送
信
な
ど
、
一
部
機
能
が
利
用
で

き
な
い
た
め
、
申
告
の
際
は
申
告
書
を
印

刷
し
て
郵
送
な
ど
で
提
出
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど

で
プ
リ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
申
告

書
を
印
刷
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
な
お
、
プ
リ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に

は
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
で

　

不
明
な
点
な
ど
は
電
話
で
問
い
合
わ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
税
務
署
に
電

話
し
、
音
声
案
内
に
従
っ
て
相
談
内
容

に
応
じ
た
番
号
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
確
定
申
告
に
関
す
る
相
談　

０
番

▼
税
金
に
関
す
る
一
般
的
な
相
談　

１
番

▼
税
金
の
納
付
相
談
・
税
務
署
か
ら
の
送

付
文
書
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ　

２
番

▼
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
に
関
す
る

相
談　

３
番

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
の

操
作
な
ど
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

「
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
・
作
成
コ
ー
ナ
ー
ヘ
ル
プ
デ

ス
ク
」
☎
０
５
７
０-

01-

５
９
０
１
番

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
取
得
な
ど
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
先

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０-

95-

０
１
７
８
番

税
理
士
に
よ
る
相
談
会

　

税
理
士
に
よ
る
相
談
会
が
次
の
と
お
り

開
設
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
稲
枝
商
工
会
館
会
場

開
設
日　

２
月
19
日
㈪

時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

　
　
　

午
後
１
時
〜
同
４
時

▼
ビ
バ
シ
テ
ィ
彦
根
会
場

開
設
日　

２
月
21
日
㈬
〜
同
23
日
㈮

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

　
　
　

午
後
１
時
〜
同
４
時

場
所　

２
階
第
１
研
修
室

※
入
場
は
、
い
ず
れ
も
午
後
３
時
ま
で

主
催　

彦
根
納
税
協
会
☎
22-

２
８
３
６
番

2月20日㈫
〜
22日㈭

2月16日㈮
〜

3月15日㈭

2月27日㈫

3月 1日㈭

3月 6日㈫

3月 8日㈭

14日㈬

3月13日㈫

9：00～12：00
13：00～16：00

9：00～12：00
13：00～16：00

9：00～12：00
13：00～16：00

9：00～12：00
13：00～16：00

9：00～12：00
13：00～16：00

9：00～12：00
13：00～16：30

13：00～16：00

土・日曜日と、平日の12：00～13：00は
受付できません。

① N

稲枝支所

南老人福祉　
センター●

ＪＡ●

みずほ　
文化センター●

　稲枝地区
●公民館

文
稲枝中学校

⑤

N

鳥居本地
区公民館

　文
鳥居本小国

道
８
号

中
　
山
　
道

名
神
高
速
道
路

（鳥居本出張所）

② N

直
売
所
●

文
亀山小学校保育園

亀山出張所

河瀬地区公民館

靴店●

文
河瀬小学校

国
道
８
号（河瀬出張所）

N④

＜申告受付日程＞

N

高宮地域
文化センター

銀行●

●高宮郵便局

●消防団
　車庫

国
道
８
号

中
　
山
　
道 （高宮出張所）

③

月 日 会 場

稲 枝 支 所
（右図①）

稲 枝 支 所
（右図①）

　 税 務 課
（彦根駅西口
仮 庁 舎 4 階 ）

亀山出張所
（右図②）

河 瀬 地 区
公 民 館

（右図④）

鳥居本地区
公 民 館

（右図⑤）

高 宮 地 域
文化センター

（右図③）

受付時間

月 日 会 場 受付時間

9：00～12：00
13：00～15：00

市民会館 市役所（耐震化工事中）

郵便局

商工会議所

城東
小学校

市民会館

NTT

彦根税務署
彦
根
城
へ

彦根駅西口
仮庁舎

湖東
合同庁舎
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意
見
の
提
出
用
紙
は
、
各

公
開
場
所
に
あ
り
ま
す
。
彦

根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意

見
な
ど
は
、
意
見
に
対
す
る

彦
根
市
の
考
え
方
と
と
も
に

整
理
し
た
上
で
、
彦
根
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表

し
ま
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意

見
に
対
し
て
、
個
別
に
回
答

は
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

意
見
公
募
手
続
制
度

意
見
公
募
手
続
制
度

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

②
彦
根
市
歴
史
的
風
致
維

持
向
上
計
画(

第
２
期)(

素
案
）

祝
日
な
ど
の
ご
み
等
収
集

の
お
知
ら
せ

　

２
月
12
日
（
月
・
振
）
は
、
月
曜

収
集
区
域
の
び
ん
の
み
収
集
し
ま

す
（
燃
や
す
ご
み
・
容
器
包
装
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
収
集
は
あ
り
ま
せ
ん
）。
ま

た
、

清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
直
接

搬
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
「
ご
み
等
の
収
集
カ

レ
ン
ダ
ー
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ご
み
は
、
収
集
日
の
午
前
８
時
ま

で
に
決
め
ら
れ
た
場
所
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

指
定
袋
に
入
っ
て
い
な
い
燃
や
す

ご
み
の
回
収
を
終
了
し
ま
す

　

３
月
末
を
も
っ
て
、
指
定
袋
に

入
っ
て
い
な
い
新
聞
や
雑
誌
、
ダ

ン
ボ
ー
ル
、
剪
定
枝
の
回
収
を
終

了
し
ま
す
。
詳
し
く
は
広
報
ひ
こ

ね
１
月
１
日
号
と
同
時
に
配
布
し

た
青
色
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

清
掃
セ
ン

タ
ー
☎
22-

２
７
３
４
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

７
７
８
７
番

平
成
30
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
る

市
・
県
民
税
の
改
正
点

医
療
費
控
除
に
関
す
る
添
付
書
類

の
見
直
し

　

平
成
29
年
分
の
申
告
か
ら
、
医

療
費
の
領
収
書
を
提
出
す
る
代
わ

り
に
、「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」

の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

明
細
書
の
作
成
方
法

次
の
事
項
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
医
療
を
受
け
た
人
の
氏
名

▼
病
院
・
薬
局
な
ど
の
支
払
先
の

名
称

▼
支
払
っ
た
医
療
費
の
額

▼
生
命
保
険
や
社
会
保
険
な
ど
で

補
填
さ
れ
る
金
額

※
領
収
書
が
複
数
あ
る
場
合
は
、

病
院
な
ど
の
支
払
先
ご
と
で
ま

と
め
て
記
載
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

※
本
人
と
生
計
を
と
も
に
す
る
家

族
な
ど
、
複
数
人
分
の
医
療
費

を
あ
わ
せ
て
申
告
す
る
際
は
、

各
人
に
分
け
て
記
載
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

※
明
細
書
の
様
式
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
nta.go.jp

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
か
、

税
務
課
窓
口
に
お

越
し
く
だ
さ
い
（
任
意
の
様
式
で

も
可
）。

給
与
所
得
控
除
の
見
直
し

平
成
26
年
度
の
税
制
改
正
で
、

給
与
所
得
控
除
の
上
限
が
引
き
下

げ
ら
れ
ま
し
た
。

確
定
申
告
書
の
電
子
送
信

平
成
29
年
分
の
申
告
か
ら
、
市

の
申
告
会
場
で
受
け
付
け
る
確
定

申
告
書
は
、
電
子
デ
ー
タ
と
し
て

税
務
署
に
送
信
し
ま
す
。
過
去
に

「
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
（
電
子
申
告
）」
の
利
用

の
た
め
に
利
用
者
識
別
番
号
を
取

得
し
た
こ
と
が
あ
る
人
は
、
番
号

確
認
の
た
め
、「
申
告
書
等
送
信
票

の
控
」
や
「
税
務
署
か
ら
の
お
知

ら
せ
は
が
き
」
を
持
参
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
☎

30-

６
１
４
０
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

現　在 平成29年分
申告から

上限額が適用
される給与収入

1,200万円

230万円

1,000万円

220万円控除の上限額

鳥
居
本
地
区
わ
い
わ
い
ひ
ろ
ば

開
催
日
を
変
更
し
ま
す

【
変
更
前
】
２
月
23
日
㈮

　

  

↓

【
変
更
後
】
２
月
16
日
㈮

※
時
間（
午
前
10
時
〜
同
11
時
30
分
）

と
会
場
（
鳥
居
本
地
区
公
民
館
）

は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

子
ど
も
・
若

者
課
☎
49-

２
２
５
１
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
８
番

銃
砲
刀
剣
類
の
登
録
審
査

　
美
術
品
、
骨
董
品
と
し
て
の
火

縄
銃
な
ど
の
古
式
銃
や
刀
剣
類
は
、

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
に
よ

り
登
録
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
登
録
さ
れ
て
い
な

い
銃
砲
・
刀
剣
類
は
、
他
人
へ
譲

渡
し
た
り
、
所
持
し
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
登
録
し
て

く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
８
日
㈭　

午
前
10
時

～
午
後
３
時

場
所　

大
津
合
同
庁
舎
７
Ｂ
会
議

室
（
大
津
市
松
本
一
丁
目
）

持
ち
物

①
銃
砲
刀
剣
類
（
現
物
）

②
警
察
署
発
行
の
刀
剣
類
発
見
届

出
済
証

③
審
査
手
数
料
（
１
件
６
、
３
０
０

円
）、
ま
た
は
再
交
付
手
数
料

（
１
件
３
、
５
０
０
円
）

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会

文
化
財
保
護
課
☎
０
７
７-

５

２
８-

４
６
７
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
７
７-

５
２
８-

４
９
５
６
番

彦
根
市
営
南
彦
根
駅
前
駐

車
場
を
閉
鎖
し
ま
す

　

自
転
車
駐
車
場
新
設
に
伴
い
、

３
月
31
日
を
も
っ
て
彦
根
市
営
南

彦
根
駅
前
駐
車
場
（
西
今
町
）
を
閉

鎖
し
ま
す
。
利
用
者
の
皆
さ
ん
に

は
た
い
へ
ん
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
未
使
用
回
数
券
の
現
金
へ
の
払

戻
し
は
致
し
か
ね
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先  

交
通
対
策
課

☎
30-

６
１
３
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

５
２
１
１
番

①
彦
根
市
立
地
適
正
化

計
画
（
素
案
）

内
容　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
社

会
へ
の
対
応
と
し
て
、
持
続
可

能
な
都
市
づ
く
り
の
実
現
を
図

る
た
め
、
医
療
・
福
祉
・
商
業

な
ど
の
都
市
機
能
や
居
住
機
能

が
ま
と
ま
っ
て
立
地
す
る
よ
う
、

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
連

携
し
、
駅
を
中
心
と
し
た
新
し

い
生
活
空
間
の
創
造
を
図
る
こ

と
で
「
多
極
集
約
・
連
携
型
の

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
を
め
ざ

す
計
画
で
す
。

内
容　

歴
史
的
建
造
物
の
保
存
活

用
や
伝
統
文
化
の
継
承
な
ど
、

歴
史
文
化
資
産
な
ど
を
活
か
し

な
が
ら
、
歴
史
的
風
致
を
さ
ら

に
維
持
向
上
す
る
た
め
、
第
２

期
計
画
の
策
定
を
行
い
ま
す
。

【
①
②
の
計
画
】

素
案
の
公
開
場
所　

都
市
計
画

課
、情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
（
彦
根

駅
西
口
仮
庁
舎
３
階
）、
支
所
、
各

出
張
所
、
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ

素
案
の
公
開
期
限
と
意
見
の
提
出

期
限　

２
月
20
日
㈫
（
必
着
）　

提
出
方
法　

都
市
計
画
課
窓
口

に
直
接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

①

都
市
計
画
課
計
画
・
開

発
調
整
係　

②

都
市
計
画

課
景
観
・
ま
ち
な
み
保
全

室
（
〒
５
２
２-

０
０
７
４　

大

東
町
２-

28
）
☎
30-

６
１
２
４

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

８
５
１
７
番
、

toshikeikaku@
m

a.city.
hikone.shiga.jp

彦根市立地適正化計画（素案）

市民説明会
〜駅を中心とした新しい生活空間の創造に向けて〜

　同計画の概要を市の職員が説明し、市民の
皆さんのご意見などをいただく市民説明会を
開催します。
日時・場所　
　2 月 6 日㈫　稲枝地区公民館（第１会議室）

　2 月 8 日㈭　ひこね燦ぱれす（会議室）

　2 月 9 日㈮　彦根市民会館（第１会議室）

　開催時間は各日とも 19:00 〜 20:30
※参加の受付は、当日の先着順となります。
問い合わせ先　 都市計画課計画・開発調整

係☎ 30-6124、FAX24-8517

一
部
の
高
齢
者
は
障
害
者

控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を

持
っ
て
い
な
い
人
で
も
、
福
祉
事

務
所
長
が
次
の
①
〜
③
の
条
件
を

全
て
満
た
す
と
認
定
す
れ
ば
、
所

得
税
や
市
・
県
民
税
の
障
害
者
控

除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

認
定
の
条
件

①
市
内
に
住
所
が
あ
る
65
歳
以
上

の
人

②
要
介
護
の
認
定
を
受
け
て
い
る

人
③
医
師
の
診
断
な
ど
で
、
中
等
度

以
上
の
認
知
症
の
症
状
が
認
め

ら
れ
る
人
、
ま
た
は
身
体
的
な

理
由
で
ほ
ぼ
ひ
と
り
で
外
出
を

せ
ず
、
日
常
生
活
上
で
介
助
が

必
要
な
人

申
請
方
法

本
人
の
介
護
保
険
被
保
険
者
証

と
申
請
者（
本
人
ま
た
は
家
族
）の
印

鑑
を
持
っ
て
、

介
護
福
祉
課
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。
申
請
後
、
10

日
ほ
ど
で
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

介
護
福
祉
課

☎
23-

９
６
６
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

26-

１
７
６
８
番

口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
に
よ
る
国
民
年
金
保
険
料

前
納
の
申
込
は
お
早
め
に

　
口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
に
よ
る
国
民
年
金
保
険
料
の
各

種
前
納
の
手
続
き
の
締
め
切
り
は

２
月
28
日
㈬
で
す
。
間
に
合
わ
な

か
っ
た
場
合
は
、
翌
年
の
３
月
ま

で
翌
月
末
振
替
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
希
望
す
る
場
合
は
、早
め

の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す（
保
険

料
の
割
引
率
が
一
番
高
く
な
る
の
は
、こ

れ
ま
で
と
同
様
に
「
口
座
振
替
」
で
す
）。

※
す
で
に
口
座
振
替
で
前
納
さ
れ

て
い
る
人
は
、
再
度
申
込
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん（
１
年
前
納

か
ら
２
年
前
納
へ
の
変
更
な
ど
、
振

替
方
法
を
変
更
す
る
場
合
は
、
再
度

申
込
が
必
要
）。

※
保
険
料
が
一
部
免
除
さ
れ
た
人

は
、
口
座
振
替
の
前
納
制
度
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
郵
送
に
よ
る
申
込
の
場
合
、
郵

便
物
の
到
着
ま
で
に
日
数
が
か

か
る
の
で
、
早
め
に
投
函
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
年
金
事
務

所
国
民
年
金
課
☎
23-

１
１
１

４
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
０
３
３
番

← 米原 京都 →

【西口】

南彦根駅前駐車場

南彦根駅

彦根地方
　合同庁舎
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子
育
て
家
族
の
講
座

英
語
で
ふ
れ
あ
い
遊
び

〈
内
容
〉
　

英
語
講
師
と
一
緒
に
曲
に

合
わ
せ
て
歌
っ
た
り
ダ
ン
ス
し
た

り
す
る
な
ど
、英
語
に
触
れ
て
遊
び

ま
す
。　
〈
日
時
〉

 
２
月
14
日
㈬　

午

前
10
時
〜
正
午　
〈
場
所
〉

市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
（
里
根
町
）
集
会
室　

〈
対
象
〉
１
〜
２
歳
の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者　
〈
定
員
〉
10
組
（
先
着

順
）　
〈
費
用
〉２
０
０
円　
〈
申
込
開

始
日
時
〉２
月
１
日
㈭　

午
前
９
時　

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

３

５
８
２
番　

※
電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た

は
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

第
25
回
彦
根
市
立
病
院

健
康
講
座

〈
内
容
〉永
久
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
治

療
に
つ
い
て
の
講
演
や
健
康
体
操
、

い
き
い
き
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
行

い
ま
す
（
健
康
弁
当
付
き
）。　
〈
日

時
〉
２
月
24
日
㈯　

正
午
〜
午
後

３
時
10
分　

 

〈
場
所
〉
市
立
病
院

医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
（
八
坂
町
）
１

階
多
目
的
室　
〈
費
用
〉　

５
０
０

円（
食
事
代
含
む
）　
〈
定
員
〉
80
人

（
先
着
順
）　
〈
申
込
開
始
日
〉
２
月

１
日
㈭　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ

先
〉
市
立
病
院　

病
院
総
務
課
☎

22-

６
０
５
０
番
（
内
線
３
５
２
２
）、

Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

０
７
５
４
番
、

info@
m

unicipal-hp.hikone.
shiga.jp　

※
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

カ
ロ
ム
大
会

〈
内
容
〉カ
ロ
ム
協
会
の
皆
さ
ん
に
、

初
歩
か
ら
遊
び
方
を
教
え
て
も
ら

い
ま
す
。
試
合
を
し
て
第
３
位
ま

で
表
彰
し
ま
す
。　
〈
日
時
〉２
月

24
日
㈯　

午
後
１
時
30
分
〜
同
３

時　
〈
場
所
〉
ふ
れ
あ
い
の
館
（
八

坂
町
）　
〈
対
象
〉
小
学
生　
〈
定

員
〉
20
人
程
度
（
先
着
順
）　
〈
申
込

期
間
〉
２
月
１
日
㈭
〜
同
17
日
㈯　

〈
費
用
〉
無
料　
〈
申
込
・
問
い
合

わ
せ
先
〉
ふ
れ
あ
い
の
館
☎
25-

４
４
５
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
47-

５
０

８
８
番　

※
電
話
か
、
直
接
窓
口

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

平
成
30
年
度

市
民
会
館
舞
台
練
習
場

使
用
（
運
営
）
団
体

〈
参
加
資
格
〉
次
の
①
・
②
と
も
に

当
て
は
ま
る
団
体　

①
市
内
で
組

織
的
に
活
動
す
る
舞
台
芸
術
関
係

日本美術の「銘」と「号」、すなわち、作品に付けら
れる「名」についてとりあげます。茶道具につけられる
銘はよく知られていますが、雅楽器の銘の歴史はそれ
より遡

さかのぼ

ります。刀剣では、その名を、銘ではなく「号」
で表すのが一般的です。

本講座では、雅楽器、茶道具、刀剣、それぞれにおけ
る銘や号について、彦根城博物館学芸員が紹介します。
日時　2 月 17 日㈯　13：30 〜 16：10
内容
　▶︎第１講「雅楽器の銘」（茨木恵美） 
　▶第２講「茶道具の銘」（奥田晶子） 
　▶第３講「刀剣の号」（古幡昇子） 
場所　彦根城博物館（金亀町）講堂
対象　中学生以上
定員　50 人（先着順）

費用　200 円（資料代）

※市内の中学生は無料、
　１講のみの受講も同額
※事前申込はありません。
問い合わせ先　彦根城博物館学芸史料課「美術講座」係

（〒 522-0061　金亀町 1-1）☎ 22-6100、FAX22-
6520

平成 29 年度　彦根城博物館美術講座

知的美術探訪
ー日本美術の銘

め い

と号
ご う

ー

▲肩衝茶入(かたつき
ちゃいれ)銘夏山

団
体
の
う
ち
年
１
回
以
上
、
市
内

の
施
設
で
練
習
の
成
果
発
表
を
行

う
こ
と
を
目
的
に
、
定
期
的
な
使

用
を
希
望
す
る
団
体
（
営
利
目
的
の

団
体
な
ど
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
）　

②

運
営
協
議
会
を
構
成
し
て
、
日
程

調
整
な
ど
の
運
営
に
携
わ
る
こ
と

が
で
き
る
団
体　
〈
申
込
期
間
〉

２
月
１
日
㈭
〜
同
15
日
㈭
（
日
・
月

曜
日
、
祝
日
、
13
日
㈫
は
休
み
）　
〈
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

教
育
委

員
会
文
化
振
興
室
☎
23-

７
８
１

０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

３
０
８
０
番　

※
次
の
書
類
に
必
要
事
項
を
書
い

て

文
化
振
興
室
（
ひ
こ
ね
市
文
化

プ
ラ
ザ
内
）に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

（
郵
送
可
。
新
規
の
団
体
は
持
参
の
み
）。

▼
使
用
団
体
登
録
申
請
書　

▼
暴

力
団
の
排
除
に
係
る
誓
約
書
兼
同

意
書　

▼
団
体
員
の
名
簿　

▼
活

動
状
況
に
関
す
る
資
料
（
過
去
１

年
間
に
市
内
の
施
設
で
成
果
の
発
表
を

し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類
の
添
付

が
必
要
）　

※
申
請
書
は

文
化
振

興
室
で
配
布
す
る
ほ
か
、
彦
根
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
で
き
ま
す
。

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

〈
内
容
〉
　

高
齢
者
の
介
護
予
防
・
生
活
支
援
を

充
実
さ
せ
る
た
め
、平
成
29
年
４
月
か
ら
介
護

保
険
の
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
総
合
事
業

が
始
ま
り
ま
し
た
。在
宅
で
支
援
を
必
要
と
す

る
高
齢
者
の
自
宅
を
訪
問
し
、買
い
物
や
掃
除

な
ど
日
常
生
活
の
支
援
を
行
う
人
を
養
成
す

る
研
修
を
開
催
し
ま
す
。　
〈
日
時
〉

 

３
月
８

日
㈭　

午
前
９
時
15
分
〜
午
後
３
時
30
分
、

同
９
日
㈮　

午
前
９
時
〜
正
午　
〈
場
所
〉

く
す
の
き
セ
ン
タ
ー
（
八
坂
町
）
３
階
会
議

室　
〈
対
象
〉
次
の
①
・
②
と
も
に
該
当
す
る

人　

①
両
日
程
に
出
席
で
き
、過
去
に
本
研
修

を
受
け
た
こ
と
が
な
い
人　

②
介
護
予
防
・
日

常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
（
※
）
に
従
事
し
よ
う
と
す
る
人　

※
訪
問

型
サ
ー
ビ
ス
Ａ
（
緩
和
し
た
基
準
に
よ
る
サ
ー
ビ

ス
：
市
内
事
業
所
に
よ
る
実
施
）、
訪
問
型
サ
ー
ビ

ス
Ｂ
（
住
民
主
体
に
よ
る
支
援
：
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
委
託
）　
〈
定
員
〉50
人
（
先
着
順
）　
〈
費

用
〉
無
料　
〈
申
込
期
限
〉
３
月
２
日
㈮　
〈
申

込・問
い
合
わ
せ
先
〉
医
療
福
祉
推
進
課
☎

24-

０
８
２
８
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

５
８
７
０
番　

※
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ウィズおやこ広場
内容　乳幼児用の滑り台・ジャングルジム・ブランコ

などの遊具をそろえ「室内ゆうえんち」を開園しま
す。広い会場で思いっきり体を動かして遊びましょ
う。

日時　2 月 10 日㈯　10：00 〜 11：30
対象　乳幼児と保護者　　費用　無料
※事前申込は不要です。

スマートフォン教室
内容　スマートフォンに触れたことの無い人や使い方

がよく分からない人を対象に、スマートフォンの便
利さや面白さを一から楽しく学びます。

日時　2 月 14 日㈬、同 16 日㈮（全 2 回）

　　　いずれも 10：00 〜 12：00
定員　12 人（先着順）　　費用　1,000 円（2 回分）

※オリジナルテキストを無料で進呈します。
※講座では、講座用に用意したスマートフォンを使用

します。
申込開始日時　2 月 1 日㈭　9：00 〜
※電話、FAX または直接窓口でお申込みください。

ウィズ法律講座
知らぬは恥だが役に立つ
内容　身近に起こっている問題や遺産相続（お金、お墓、

お骨、お仏壇）など、残された家族が困る問題を事例
とともに詳しく知って学べる講座です。

日時　2 月 24 日㈯　
　　　10：00 〜 12：00（受付 9：30 〜）

定員　30 人（先着順）　　費用　300 円
申込開始日時　2 月 1 日㈭　9：00 〜
託児　1 人 300 円
　（0歳～就学前、要予約）

※電話、FAX または直
接窓口で申し込ん
でください。

男女共同参画センター「ウィズ」のイベント

申込・問い合わせ先　
　 男女共同参画センター「ウィズ」（平田町670）
　☎・ＦＡＸ24-3529

　急病などの緊急事態に陥ったとき、ボタンを押すだけで緊
急通報受信センターに通報され、地域の人々の協力により早
期対応が可能となります。
対象　病弱のため日常生活に不安のある高齢者・障害者で、

次の①～④のいずれかに該当する人
① 65 歳以上のひとり暮らしの高齢者
② 65 歳以上の高齢者世帯
③ひとり暮らしの在宅重度身体障害者
④世帯員が在宅重度身体障害者のみの世帯
※固定電話を設置している人、固定回線を利用している人

に限ります。
費用（月額利用料）

　生活保護以外の世帯：124 円、　生活保護世帯：0 円
※ 介護福祉課窓口か郵送で申し込んでください。申請書な

ど必要書類は、 介護福祉課に設置しているほか、彦根市
ホームページからもダウンロードできます。

※利用を希望される人は、協力員が 3 人必要になるなど、条
件がありますので事前にお問い合わせください。

申込・問い合わせ先　 介護福祉課（〒 522-0041　平田町
670）☎ 23-9660、FAX26-1768

受け付けています
彦根市緊急通報システムの利用申請を
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巡
回
市
長
室

日
時　

２
月
21
日
㈬

　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所
・
申
込
場
所　

旭
森
地
区
公
民
館

(

正
法
寺
町)

定
員　

５
人
（
団
体
）（
先
着
順
）

申
込
期
間　

２
月
１
日
㈭
〜
同
20
日
㈫

問
い
合
わ
せ
先　

ま
ち
づ
く
り
推

進
室
☎
30-

６
１
１
７
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22-

１
３
９
８
番

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
彦
根
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、

ま
ち
づ
く
り
推
進
室
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ミシガン州立大学連合日本センター
"Wednesday Nights" シリーズ「ドラマナイト」
　英語教官や留学生と、動画を見ながら感情表現などを練
習し、楽しく交流します。
日時　2 月 7 日㈬　19：00 〜 20：30
対象　市内に在住・通勤・通学の人（18 歳以下は保護者同伴）

定員　30 人（先着順）

費用　無料　　申込期限　2 月 2 日㈮
申込方法　ホームページから申込書をダウンロードして

直接窓口に提出するか、FAX、メールで申し込んでく
ださい（同時に３人まで申込可）。

国際交流フィールドトリップ
　甲賀忍術屋敷見学や信楽での絵付け体験など、滋賀の
文化に触れながら米国の留学生と交流します。
日時　3 月 10 日㈯　9：00 〜 17：00
集合場所　ミシガン州立大学連合日本センター（松原町）　
※バスで移動します（同センター発着）。
対象　市内に在住・通勤・通学の人（18 歳以下は保護者同伴）

定員　15 人（先着順）　　費用　2,000 円（絵付け体験料）
※甲賀忍術屋敷入場料と昼食代は各自負担
申込期限　2 月 16 日㈮
申込方法　ホームページから申込書をダウンロードして、

参加費を添えて直接窓口に提出してください。

申込・問い合わせ先
　ミシガン州立大学連合日本センター☎ 26-3400、

FAX24-9356、 michigan@jcmu.net、ホームペー
ジ http://www.jcmu.net

平
成
30
年
度

彦
根
市
秋
の
文
化
祭
協
賛
事
業

〈
対
象
事
業
〉
９
月
1
日
㈯
〜
12
月
２
日
㈰

に
開
催
さ
れ
る
展
示
、
発
表
な
ど　
〈
対
象

団
体
〉
市
内
の
文
化
芸
術
団
体
、
社
会
教
育

団
体
、
ま
た
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
団
体
で
、

過
去
に
市
内
外
で
展
示
、
発
表
な
ど
の
活
動

実
績
が
あ
る
団
体
（
営
利
目
的
や
政
治
目
的
、宗

教
目
的
は
不
可
。個
展
な
ど
の
個
人
的
な
作
品
発
表

も
不
可
）　
〈
協
賛
事
業
に
な
る
利
点
〉
①
後

援
名
義
が
使
用
で
き
、
事
業
の
チ
ラ
シ
な
ど

に
「
後
援
：
彦
根
市
・
彦
根
市
教
育
委
員

会
」
と
表
示
で
き
ま
す
。
②
広
報
ひ
こ
ね
、

文
化
祭
ポ
ス
タ
ー
な
ど
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
が
で

き
ま
す
。〈
申
込
方
法
〉
申
込
書
、
暴
力
団

排
除
に
係
る
誓
約
書
兼
同
意
書
の
ほ
か
、
申

込
書
に
記
載
の
必
要
書
類
を

文
化
振
興

室
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

〈
申
込
書
・

募
集
要
項
の
配
布
場
所
〉
市
民
会
館
、
支

所
・
各
出
張
所
、
各
地
区
公
民
館
、
高
宮
地

域
文
化
セ
ン
タ
ー
、
み
ず
ほ
文
化
セ
ン
タ
ー
、

ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
な
ど  

〈
申
込
期
間
〉

２
月
21
日
㈬
〜
３
月
31
日
㈯　

 

〈
申
込
・
問

い
合
わ
せ
先
〉
教
育
委
員
会
文
化
振
興
室

☎
23-

７
８
１
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

３
０
８

０
番

ご
城
下
に
ぎ
わ
い
市

出
店
者

〈
内
容
〉
春
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
、金
亀
児
童

公
園
（
金
亀
町
）
内
の
特
設
会
場
（
井
伊
直
弼

公
像
横
）
で
開
催
さ
れ
る
ご
城
下
に
ぎ
わ
い

市
の
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。　
〈
開
催
日

星空教室
オリオン座を見よう
内容　寒さが厳しい冬、夜空は冴えわたり星座が最も豪
華な季節となります。今回はオリオン座について学び
ます。大きな望遠鏡で探訪してみませんか。
日時　2月16日㈮　19：00～20：30
対象　天体に興味がある人（小学生以下は保護者同伴）
定員　30人（先着順）　　費用　300円（幼児は無料）
申込期間　2月3日㈯～同15日㈭
※雨天などの場合は中止。16：00 以降に開催の有無を
確認してください。

子育て講座
遊びは人生の宝物
内容　子どもにとっての「遊び」は、人生の豊か
さを決定する大切な学びです。最新の教育事情
から、遊びの意義について考えてみましょう。
日時　2月22日㈭　10：00～11：30
対象　平成 23 年 4 月２日～平成 29 年 9 月 30
日生まれの子どもの保護者　　
定員　20人（先着順）　　費用　200円
持ち物　筆記用具　　託児　申込時にご相談ください。
申込期間　2月3日㈯～同15日㈭

子どもセンター からのお知らせ

申し込みや詳しい内容などは、子どもセンターまでお問い合わせください。
申込・問い合わせ先　　子どもセンター　☎28-3645、FAX28-3646

子ども教室
ブーメラン・竹とんぼ・飛行機を紙で作ろう！
内容　厚紙を使って、ブーメラン・紙とんぼ・紙飛
行機などを作り、競争して飛ばしてみよう。
日時　2月17日㈯　13：30～15：00
対象　小・中学生（小学生は保護者同伴）
定員　10組　　費用　200円
申込期間　2月3日㈯～同14日㈬

時
〉
３
月
17
日
㈯
〜
５
月
６
日
㈰　
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
５
時　
〈
対
象
〉
市
内
で
営

業
し
て
い
る
事
業
主
（
会
社
）　
〈
そ
の
他
〉

販
売
は
、
公
益
社
団
法
人
彦
根
観
光
協
会
が

行
い
ま
す
。
売
上
手
数
料
と
し
て
売
上
金
の

30
％
を
い
た
だ
き
ま
す
。　
〈
申
込
期
間
〉２

月
１
日
㈭
〜
同
15
日
㈭　

午
後
５
時　
〈
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉(

公
社)

彦
根
観
光

協
会
（
本
町
一
丁
目
12-

５　

四
番
町
ス
ク
エ
ア

ひ
こ
ね
街
な
か
プ
ラ
ザ
内
）☎
23-

０
０
０
１
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
９
１
９
番　

※
同
協
会
に
あ

る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

育
休
後
の
ハ
ッ
ピ
ー
・
キ
ャ

リ
ア
・
カ
フ
ェ

〈
内
容
〉
こ
の
カ
フ
ェ
で
、育
休
後

の
働
き
方
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。
講
演
、
先
輩
女
性
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
。　
〈
日
時
〉２
月
25
日
㈰　

午

後
２
時
〜
同
４
時
30
分　

 

〈
場

所
〉
ホ
テ
ル
ピ
ア
ザ
び
わ
湖
（
大
津

市
に
お
の
浜
）　
〈
費
用
〉
無
料　

〈
対
象
〉
産
休
中
・
育
休
中
の
人
、

育
休
か
ら
復
帰
さ
れ
た
人
、
育
休

取
得
予
定
の
人
、
お
よ
び
そ
の

パ
ー
ト
ナ
ー　
〈
定
員
〉
50
人
（
先

着
順
）　
〈
申
込
期
限
〉２
月
15
日
㈭　

〈
託
児
〉
無
料
（
６
か
月
～
就
学
前
、

要
予
約
）　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ

先
〉

女
性
活
躍
推
進
課
☎
０
７

７-

５
２
８-

３
７
７
０
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
０
７
７-

５
２
８-

４
８
０
７
番　

※

女
性
活
躍
推
進
課
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.pref.shiga.
lg.jp/c/danjo/

）
か
ら
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

平
成
30
年
度
県
政
モ
ニ
タ
ー

〈
内
容
〉県
か
ら
お
願
い
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
へ
の
回
答
や
、
県
政

に
関
す
る
意
見
や
提
案
の
提
出
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。　
〈
委
嘱
期

間
〉
４
月
（
委
嘱
し
た
日
）
〜
平
成

31
年
３
月
31
日　
〈
対
象
〉平
成
30

年
４
月
１
日
時
点
で
、
次
の
①
〜

③
に
全
て
当
て
は
ま
る
人

①
県
内
に
在
住
の
15
歳
以
上
の
人

②
県
政
に
関
心
を
持
ち
モ
ニ
タ
ー

活
動
が
で
き
る
人
③
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
サ
イ
ト
の
閲

覧
、
メ
ー
ル
や
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回

答
が
で
き
る
人
（
携
帯
電
話
端
末
を

除
く
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
は
可
）　

※
議
員
、
常
勤
の
公
務
員
は
除
き

ま
す
。　
〈
定
員
〉
４
０
０
人
（
申

込
者
多
数
の
場
合
は
２
月
下
旬
に
抽
選

を
行
い
、
結
果
は
応
募
者
に
通
知
し
ま

す
。）　
〈
申
込
期
限
〉
２
月
９
日

㈮
午
後
５
時　
〈
申
込
・
問
い
合

わ
せ
先
〉

広
報
課
県
民
の
声
係

☎
０
７
７-

５
２
８-

３
０
４
６
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７-

５
２
８-

４
８

０
４
番
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

w
w

w
.pref.shiga.lg.jp/a/koho/

m
onitor/　

※
「
し
が
ネ
ッ
ト
受

付
サ
ー
ビ
ス
」（https://s-kantan.

com
/pref-shiga-u/

）
か
ら
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

◀
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

　彦根市、愛荘町、豊郷町、甲良町および多賀町の 1 市 4 町を
舞台に婚活事業を行います。最終回は、かまど炊き、味噌汁づく
りなどの体験、百人一首などを行います。
日時　3 月 4 日㈰　11：00 〜（受付 10：30 〜）

場所　和
わ の や

家（犬上郡甲良町）

対象　彦根市、愛荘町、豊郷町、甲良町および多賀町に在住・在
勤または将来移住する意思のある 20 〜 45 歳の独身の男女（学
生は除く）

定員　24 人（男女各 12 人ずつ）

費用　男性 2,500 円、女性 1,800 円
申込期限　2 月 19 日㈪（応募多数の場合は抽選）

持ち物　身分証明証（免許証・保険証など）

申込方法　ホームページ（http://kotokoi.net）に必要事項を入力し
て申し込んでください。

申込・問い合わせ先　RunLand ㈱（１市４町受託業者）　
　☎ 0584-73-5123、FAX0584-73-5123

湖東広域連携 KOTO恋婚活応援事業
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催し物催し物 ※特に記載のないときは、事前申込は不要で、費用は無料です。

市内の公共施設などのバリアフリーに
関する情報はこちらまで
（http://bfmap.city.hikone.shiga.jp）

場　　　　　所日　　　　時行　　事　　名 内 容 ・ 問 い 合 わ せ 先 な ど

元気21歩こう会
2月21日㈬

13：30～15：30
（集合 13：30）

市 立 図 書 館
（ 尾 末 町 ）

井伊家ゆかりの清凉寺で座禅体験をします。
費用：100円（保険代など）
「ひこね元気クラブ21」事務局（　健康推進課内）
☎080-2944-4281、FAX24-5870　

ひ こ ね で 朝 市 2月18日㈰
8：00～12：00

滋賀県護国神社境内
（ 尾 末 町 ）

「食の安全」「地産地消」「手作り」を掲げ、地場野菜、豆
腐、湖魚料理、地酒、手作り雑貨などを販売します。
ひこねで朝市実行委員会（ひこね市民活動センター内）
☎24-4461、　hikonedeasaichi55@gmail.com

男性介護者のつどい
「彦根こんき会」

2月12日（月・振）
10：30～15：00

認知症の家族を介護する男性同士で語り合いましょう。
気軽にご参加ください。途中からでも参加できます。
費用：200円（昼食代は別途必要）
認知症の人と家族の会滋賀県支部（小宮さん）
☎080-3797-4530

　市民交流センター
（ 里 根 町 ）
図 書 学 習 室

街 中 サ ロ ン 2月8日㈭、同24日㈯
10：00～15：00

「minto」㈱川地工務店
（ 長 曽 根 南 町 ）

知的障害や発達障害のある人やその家族が、悩みなどを話して
情報交換をする場です。気軽に集まり、みんなで交流しましょう。
NPO法人彦根育成会☎24-8624、ＦＡX49-3656

がん患者サロン
「 り ら く 彦 根 」

2月27日㈫
13：00～15：00

市 立 病 院
（ 八 坂 町 ）
3 階 講 堂

がん患者やその家族の交流の場です。がんと向き合ってい
る人同士だからわかり合える思いを共有しましょう。
市立病院がん相談支援センター☎22-6050（代表）、 
　gansoudan@municipal-hp.hikone.shiga.jp

英 語 で 遊 ぼ う ！
絵本とわらべうた

3月1日㈭、同10
日㈯、同15日㈭
11：00～11：30

親子で、英語の絵本とわらべうたを楽しみます。
対象：0～３歳児と保護者　　定員：各回15組（先着順）
講師：グループSTEP（ステップ）
申込開始日時：2月6日㈫10：00～
※電話か直接窓口で申し込んでください。

2月13日㈫
13：30～15：30

く す の き セ ン タ ー
（市 立 病 院 敷 地 内 ）
2階医療福祉推進ルーム

介護家族のつどい
「 ほ っ こ り 」

認知症などの家族を抱える介護者同士が、日頃の思いを共
有したり、情報交換などをする会です。気軽にご参加ください。
費用：200円（茶菓子代、初めて参加の人は無料）
　医療福祉推進課☎24-0828、FAX24-5870

赤 ち ゃ ん サ ロ ン
2月6日㈫

10：00～11：30
（受付 9：45～10：00）

　 子 ど も セ ン タ ー
（ 日 夏 町 ）
多 目 的 室

子育てに関する情報交換や、保護者同士が出会える場です。
対象：2～6か月児とその保護者　持ち物：バスタオル
　子どもセンター☎28-3645、FAX28-3646

彦根ヒストリア講座
｢井伊家伝来の名宝｣編

【第8講】2月5日㈪､
【第9講】3月20日㈫
19：00～20：30
（18：30開場）

彦 根 商 工 会 議 所
（ 中 央 町 ）
４ 階 大 ホ ー ル

譜代大名筆頭を誇った井伊家にふさわしい名宝の数々につ
いて、彦根城博物館学芸員が語ります。（第8講「丹青の美-絵
画-」、第９講「数寄の世界-茶道具と調度-」）　費用：700円（学生
無料）　※ホームページ(http://www.hikone-cci.or.jp/)から申
込できます。詳しくはお問い合わせください。
彦根商工会議所☎22-4551、FAX26-2730

彦根市精神障害者家族会
「 集 ま ろ う 会 」
講 演 会

2月20日㈫
13：30～16：00

　障害者福祉センター
（ 平 田 町 ）

地域生活支援センター職員による、家族の対応についての
講演会です。
　障害福祉課☎27-9981、FAX26-1767

差 別 を な く し
人 権 を 尊 ぶ
彦 根 市 青 年 集 会

2月18日㈰
9：30～12：00
（受付9：00～）

ひこね市文化プラザ
（ 野 瀬 町 ）
メ ッ セ ホ ー ル

「人権」について、パネルディスカッションや意見交流でみ
んなで気軽に話し合いましょう。※手話通訳あり
対象：市内在住、在勤、在学者　　定員：120人（先着順）
託児：事前に要予約（２月９日㈮まで）
　人権教育課☎24-7976、FAX23-9190

2月24日㈯
14：00～

む か し ば な し を
聞 く つ ど い

昔話などを「語り」でします。　　　　　
彦根おはなしを語る会

障 害 年 金 に 関 す る
無 料 相 談 会

2月20日㈫
10：00～15：00

ひ こ ね 燦 ぱ れ す
（ 小 泉 町 ）

社会保険労務士が無料で障害年金に関する相談会を行います。
持ち物：障害者手帳など身体状態がわかるもの、年金手
帳やねんきん定期便など年金記録がわかるもの
申込期間：2月1日㈭～同19日㈪
※電話か FAXで申込（当日受付も可）。
滋賀県社会保険労務士会障害年金相談チーム
☎077-526-3760、FAX077-526-1800

市 立 図 書 館
（ 尾 末 町 ）
　 ☎22-0649
 FAX26-0300

障 害 理 解 を
深めるための講演会

2月17日㈯
10：30～12：30
（開場10：00）

ビ バ シ テ ィ 彦 根
（ 竹 ケ 鼻 町 ）
２階ビバシティホール

「誰もが自分らしく地域で暮らすために」と題して、大阪
府立大学地域保健学域教育福祉学類・准教授の三田優子
さんが講演を行います（障害者団体や障害福祉サービス事業所
による活動紹介・展示・販売もあります）。
※手話通訳、要約筆記あり。
　障害福祉課☎27-9981、FAX26-1767

催し物催し物※特に記載のないときは、事前申込は不要で、費用は無料です。

市内の公共施設などのバリアフリーに
関する情報はこちらまで
（http://bfmap.city.hikone.shiga.jp）

場　　　　　所日　　　　時行　　事　　名 内 容 ・ 問 い 合 わ せ 先 な ど

がん患者さんのための
ウ ィ ッ グ 相 談 会

3月8日㈭
13：30～15：00

市 立 病 院
（ 八 坂 町 ）
講 堂

医療用ウィッグ (かつら ) を取り扱っているメーカーの専
門スタッフが、がん患者さんの脱毛による悩みや相談に応
じます。希望する人は試着もできます。
対象：がん患者　　定員：20人（先着順）　
申込期限：3月7日㈬　※電話かメールで申し込んでください。
市立病院がん相談支援センター☎22-6050（代表）、 
　gansoudan@municipal-hp.hikone.shiga.jp

お う み 狂 言 図 鑑
2 0 1 8 春 公 演

3月10日㈯
14：00～
（開場13：30）

みずほ文化センター
（ 田 原 町 ）
多 目 的 ホ ー ル

出演：茂山七五三、茂山あきら、茂山千五郎　ほか
定員：403人（先着順）
費用：一般2,000円、25歳以下1,000円（全席自由）
販売所：アル・プラザ彦根、ビバシティ彦根、ひこね市
文化プラザ、みずほ文化センターほか

みずほ文化センター☎43-8111、FAX43-8112

第14回BNN外国人による
日本語スピーチ大会

3月4日㈰
12：40～16：30

ひ こ ね 燦 ぱ れ す
（ 小 泉 町 ）

外国人による日本語スピーチ大会を開催します。
びわこ日本語ネットワーク事務局
☎・FAX077-523-1061、  bnn.biwako@gmail.com

　

低
炭
素
社
会
を
構
築
す
る
た
め
に

は
、家
庭
や
職
場
で
使
用
す
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
使
用
量
を
少
な
く
す
る
こ
と
に

よ
り
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
削
減

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。今
回
は
、「
待

機
電
力
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

待
機
電
力
と
は

　

電
気
機
器
に
は
、使
用
し
て
い
る
と

き
に
消
費
さ
れ
る
電
力
だ
け
で
な
く
、

使
用
し
て
い
な
い
時
に
も
消
費
さ
れ

る
電
力
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を「
待
機

電
力
」
と
い
い
ま
す
。

待
機
時
の
消
費
電
力
量
が
多
い
機
器

は
？

　

経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

の
報
告
で
は
、
ガ
ス
温
水
器
、
テ
レ
ビ
、

エ
ア
コ
ン
が
、待
機
時
の
消
費
電
力
量

が
多
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

待
機
電
力
を
減
ら
す
に
は

　

電
気
製
品
を
使
用
し
な
い
時
は
、こ

ま
め
に
主
電
源
を
切
り
ま
し
ょ
う
。パ

ソ
コ
ン
や
ス
テ
レ
オ
な
ど
の
液
晶
表

示
装
置
や
時
計
が
内
蔵
さ
れ
て
い
る

機
器
に
は
、コ
ン
セ
ン
ト
に
プ
ラ
グ
を

差
し
込
ん
で
い
る
だ
け
で
電
力
を
消

費
す
る
機
器
が
あ
り
ま
す
。長
期
間
使

用
し
な
い
機
器
は
プ
ラ
グ
を
抜
き
ま

し
ょ
う
。

待
機
電
力
の
対
策
に
よ
る
効
果
は
ど

れ
く
ら
い
？

　

家
庭
で
使
用
す
る
電
力
の
う
ち
、約

５
％
が
待
機
電
力
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

対
策
を
講
じ
る
こ
と
で
、こ
の
う
ち
の

約
半
分
が
削
減
で
き
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

※
出
典
：
経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁「
家
庭
の
省
エ
ネ
徹
底
ガ
イ

ド
」

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課
☎

30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

０

３
９
５
番

低
炭
素
社
会
推
進
ト
ピ
ッ
ク
ス

（機能に支障がない場合）

【年間】約 3,000 円の節約（※）
電気　112kW の削減
CO2　63.8kg の削減

図書館休館のお知らせ
　市立図書館では、毎年この時期に「特別整理期間」
を設けて、図書資料の点検整理を行っています。今年
も、2 月 14 日㈬〜 2 月 22 日㈭の期間中休館します。
ご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いし
ます。それに伴い、2 月の「おひざでだっこのおはな
し会」はお休み、「むかしばなしを聞くつどい」は、第
４土曜日（24 日）に変更します。

　休館中に本を返却する場合は、図書館玄関のブック
ポストをご利用ください。特別整理期間中も、動く図
書館「たちばな号」は運行しております。
問い合わせ先　市立図書館

☎ 22-0649、FAX26-
0300

【特別整理期間】2 月 14 日㈬～ 2 月 22 日㈭

待
機
電
力
の
削
減
を

プラグを抜く

彦根市立図書館　
☎22-0649　FAX26-0300
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昨年、私は友達と一緒に外国語でのスピーチ大会
を見に行きました。その大会で、とても印象に残った
日本人の女子高校生によるスピーチがありました。ス
ピーチの内容は、「どうして日本では、女性が家庭か
仕事を選ばなければならないのでしょうか」というこ
とでした。私は来日してから働いている日本人女性の
悩みや苦労などをよく耳にしますが、今回、女子高校
生の将来に対する不安を聞き、「家庭か仕事か」とい
うのは、どんなに重い選択肢なのか改めて感じました。

そのとき、ブラジルで出会った日本人の女性のこと
を思い出しました。その人は私と全く逆の立場で、日
本に家族全員を残して、ブラジルで一人暮らしをしな
がら企業で数年前から働いています。家族は皆日本に
いるのに、どうして帰国しないのかと尋ねたら、「ブ
ラジルは、女性が働きやすい環境だから」という風に
答えました。ブラジルは、完全な男女共同参画社会と
は言えないものの、その女性はどこかで日本よりもブ
ラジルにいた方が働きやすいと感じているようです。

日本では、さまざまな理由で働きに出る女性が増え
ていると思いますが、不景気が長く続いたブラジルで
は、随分前から女性が働くのは当たり前になっていま
す。そのため、独身の女性だけではなく、家庭を持ち

ながら働くママがたくさんいます。また、一般企業の
事務職だけではなく、専門職に就いている女性、会社
で重要なポストに就いている女性など、さまざまな分
野で活躍しながら、家庭も大事にしているロールモデ
ルがいるので、働きたい女性にとっては心強い環境だ
と思います。

私はその環境の中で成長しましたので、将来は自
分も家庭と仕事の両方を大切にしたいと思っていま
す。両立するのは難しいかもしれませんが、成功例を
たくさん見てきましたので、不可能だとは思いません。
ただし、パートナーや家族、社会全体の協力が欠かせ
ないこともよく分かっています。融通の利く勤務体制、
家事への協力、育児休暇制度の確保など、家族側と社
会側で実行できるさまざまな工夫が成立していない
と、いつまで経っても「家庭か仕事か」という選択肢
に悩まされます。

結局、「家庭か仕事か」という選択に苦しむのは女性
だけではなく、男性もそうではないかと思います。仕
事をして社会に貢献できることや家族を支えて有意
義に過ごすことなどは、そもそも男女を問わず大切な
時間でしょう。「ワーク・ライフ・バランス」や「働
き方改革」という話題に直面している現在の日本だか
らこそ、将来は家庭と仕事の両方を持ちたいあの高校
生の悩みや、日本は働きにくいと思っている男女に目
を向けていただけたらと思います。そして、私たち自
身も、周りにいる人たちと助け合いながら、環境の改
善に努めなければならないでしょう。

【彦根市国際交流員　ナターリャ】　　

家庭か仕事か、

ナターリャ
　　の部屋

第43回

選択するものなの？

小
江
戸
彦
根
と
世
界
遺
産
登
録
⑸

世
界
遺
産
登
録
に
必
要
な
作
業
①

世
界
文
化
遺
産
と
し
て
ど
の
よ
う
に
資
産
が
登
録

さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

昭
和
47
年
に
ユ
ネ
ス
コ
総
会
で
採
択
さ
れ
た
世
界

遺
産
条
約
の
も
と
で
、「
顕
著
な
普
遍
的
価
値
」
を
有

す
る
と
考
え
ら
れ
る
建
造
物
（
群
）
や
遺
跡
に
つ
い
て
、

ま
ず
締
約
国
政
府
が
推
薦
書
を
提
出
し
、
21
の
締
約

国
か
ら
な
る
世
界
遺
産
委
員
会
が
決
定
し
ま
す
。

世
界
遺
産
一
覧
表
記
載
に
あ
た
っ
て
、
文
化
遺
産

候
補
で
あ
れ
ば
、
委
員
会
の
諮
問
機
関
で
あ
る
国
際

記
念
物
・
遺
跡
会
議
（
世
界
イ
コ
モ
ス
）
が
推
薦
書
と
、

推
薦
さ
れ
た
資
産
の
保
存
管
理
状
況
を
審
査
し
、
委

員
会
に
勧
告
し
ま
す
。
諮
問
機
関
の
勧
告
は
法
的
拘

束
力
を
も
た
ず
、
委
員
会
の
審
議
に
よ
っ
て
修
正
さ

れ
ま
す
。

委
員
会
は
、
以
下
の
①
〜
④
の
い
ず
れ
か
を
決
定

し
ま
す
。
①
世
界
遺
産
一
覧
表
に
記
載
す
る
②
追
加

情
報
を
要
請
し
、
決
定
を
次
回
以
降
の
審
議
に
先
送

り
す
る
③
記
載
を
延
期
し
、
次
々
回
以
降
の
委
員
会

審
議
に
委
ね
る
④
不
記
載
を
決
定
す
る
。

い
か
な
る
場
合
に
「
顕
著
な
普
遍
的
価
値
」
が
存

在
す
る
と
み
な
さ
れ
る
か
は
、
登
録
を
目
指
す
と
き
、

最
も
本
質
的
で
決
定
的
な
課
題
と
な
り
ま
す
が
、
条

約
実
施
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
、「
国
家
間
の
境

界
を
超
え
て
、
世
界
が
後
世
ま
で
維
持
保
存
し
た
い

と
思
う
人
類
史
上
の
意
義
と
、
突
出
し
た
文
化
的
価

値
と
を
も
つ
資
産
」
と
説
明
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い

ま
す
。

世
界
遺
産
登
録
と
は
、
何
を
後
世
に
残
し
た
い
か

に
つ
い
て
、世
界
が
議
論
し
、選
択
し
て
い
く
プ
ロ
セ

ス
で
す
。
推
薦
書
は
、
当
該
資
産
の
価
値
が
人
類
史

上
唯
一
無
二
で
あ
る
こ
と
を
比
較
研
究
や
ス
ト
ー

リ
ー
に
よ
っ
て
証
明
し
、
万
人
を
説
得
し
、
感
動
さ

せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
に
は
世
界
の

歴
史
的
経
験
と
多
様
な
価
値
観
の
な
か
に
資
産
の

位
置
づ
け
を
し
、そ
の
価
値
を
表
現
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

現
在
、
彦
根
市
は
、
歴
史
上
の
事
実
と
論
理
的
な

実
証
に
も
と
づ
く
研
究
を
盛
り
込
ん
だ
推
薦
書
案

を
作
成
中
で
、
平
成
31
年
３
月
、
文
化
庁
に
提
出
し

ま
す
。そ
の
と
き
推
薦
書
案
を
す
で
に
提
出
し
て
い

る
数
件
の
候
補
と
と
も
に
文
化
庁
に
よ
り
審
査
さ

れ
、推
薦
さ
れ
る
か
否
か
の
判
断
を
仰
ぐ
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
の
年
の
７
月
、
候
補
の
な
か
で
、
最
も

適
切
な
推
薦
書
案
が
文
化
庁
に
よ
り
選
ば
れ
た
後
、

翌
年
２
月
に
、国
が
推
薦
す
る
案
件
と
し
て
閣
議
に

よ
り
決
定
さ
れ
、
同
年
５
月
、
イ
コ
モ
ス
に
よ
る
現

地
調
査
を
受
け
ま
す
。
イ
コ
モ
ス
の
勧
告
は
、同
年

７
月
に
世
界
遺
産
委
員
会
に
よ
っ
て
審
議
・
修
正
さ

れ
、
登
録
か
否
か
（
上
記
の
①
〜
④
）
が
決
定
さ
れ
ま

す
。
②
、
③
の
場
合
は
再
挑
戦
も
可
能
で
、
④
の
場

合
に
は
、
イ
コ
モ
ス
の
勧
告
直
後
に
、
締
約
国
が
一

時
的
に
取
り
下
げ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

近
年
は
苦
戦
を
伴
う
日
本
の
案
件
も
多
く
、何
は

と
も
あ
れ
世
界
遺
産
登
録
ル
ー
ル
に
か
な
っ
た
立

派
な
推
薦
書
案
を
作
成
す
る
こ
と
が
成
功
の
鍵
と

な
り
ま
す
。
彦
根
市
は
、遅
く
と
も
滋
賀
県
で
の
国

民
体
育
大
会
開
催
年
ま
で
に
は
登
録
を
実
現
さ
せ

る
つ
も
り
で
す
。(

続
く)彦

根
市
副
市
長　

山
根
裕
子

認知症あったかフォーラム2018
日時　3 月 4 日㈰　13：30 〜 15：30（受付 12：30）

場所　ひこね市文化プラザ（野瀬町）エコーホール
内容　①キャラバン・メイトによる寸劇　②講演「認知症

とともに生きる」講師：藤田和子さん（日本認知症本人ワー
キンググループ　代表理事）

定員　300 人（先着順）

申込期限　2 月 28 日㈬
申込方法　電話か FAX（住所・氏名・電

話番号・FAX 番号を記入）で申し込ん
でください。

申込・問い合わせ先　
　彦根市認知症HOTサポートセンター
☎ 30-9601（平日 9:00 〜 17:00）、

FAX26-2500

彦
根
市
防
災
広
場

　

平
成
28
年
に
発
生
し
た
熊
本

地
震
や
鳥
取
県
中
部
地
震
を
は

じ
め
、近
年
日
本
各
地
で
自
然
災

害
が
頻
繁
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

本
市
で
も
、昨
年
は
３
つ
の
台
風

が
接
近
し
、被
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
備

え
て
、
防
災
に
対
す
る
興
味
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
楽

し
み
な
が
ら
防
災
に
つ
い
て
、

「
知
っ
て
・
触
れ
て
・
体
験
」
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。　

日
時　

２
月
10
日
㈯　

午
前
10

時
～
午
後
６
時

場
所　

ビ
バ
シ
テ
ィ
彦
根（
竹
ケ

鼻
町
）１
階
ウ
ェ
ル
カ
ム
プ
ラ

ザ
（
正
面
広
場
）

内
容　

防
災
展
示
コ
ー
ナ
ー
、

防
災
ク
イ
ズ
大
会
、
防
災

グ
ッ
ズ
手
作
り
コ
ー
ナ
ー
、

救
急
救
護
体
験
コ
ー
ナ
ー　

な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

危
機
管
理

室
☎️
30-

６
１
５
０
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
23-

１
７
７
７
番

　紛争や貧困のために教育を受けられないまま大人に
なった人たちや、学校を中途退学せざるを得ない子ど
もたちが「学びの場＝寺子屋」で読み書きや計算など
を学べるように、教育のチャンスを支援する活動です。
　書きそんじハガキや未使用のハガキを寄付すること
で、１枚あたり４７円の募金になります。これらのハ

ガキの回収や募金は、日本ユネスコ協会連盟を通じて、
発展途上国への教育支援に役立てます。書きそんじや
未使用のハガキがありましたら、回収ポストにお持ち
ください。
回収ポスト設置期限　２月 28 日㈬
回収ポスト設置場所　彦根駅西口仮庁舎、教育委員会

事務局、市立図書館、各地区公民館、各小中学校など 
問い合わせ先　彦根ユネスコ協会事務局（ 教育委員会

生涯学習課内）☎ 24-7974、FAX23-9190

ユネスコ世界寺子屋運動
書きそんじハガキ回収活動

 

 

▲認知症サポーター
キャラバンマスコット
ロバ隊長
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開館時間　８：30～17：00（入館は16：30まで）

URL   http://hikone-castle-museum.jp/

常

　設

　展

　示

　の

　名

　品

宝相華唐草文と蓮弁文
をあしらい、緑と黄、紫の
色鮮やかな釉薬を掛けた
壺。中国南部で貯蔵用の
壺として作られ、後に日本
にもたらされ、茶の湯で用
いる茶葉を入れるための
茶壺として珍重されました。

常設展示「“ほんもの”と
の出会い」では、譜代大名
筆頭・井伊家に伝来した名
宝を中心に展示を行って
います。

-常設展示の名品-

2月9日㈮～3月6日㈫まで　

「三彩宝相華文五耳壺」
さんさいほうそう

ギャラリートーク 　
2月10日㈯　11：00～11：30、14：00～14：30
※事前申込：不要　場所：展示室1

観覧料が必要

2月6日㈫まで

「彦根藩主井伊家の印章」
彦根藩井伊家の当主が使用していた印章は、700顆 (か ) 余り
の現存が確認されています。本展では、当主の名や号、中国の
詩文の語など、印章に刻まれた多様な印文に注目します。多く
の作品が初公開です。

ほ
会

ほ
会

んもの”
“

いの出と

特

　別

　公

　開

2月9日㈮～3月6日㈫

「雛と雛道具」
井伊家 13 代直弼の愛娘弥千代

（やちよ）(1846～ 1927) の雛と大
揃いの雛道具を、地元の旧家に伝
来した古今雛や御殿飾りなどとと
もに一挙公開。春の訪れを告げる
恒例の展示です。

テ
ー
マ
展

展示室（一部）の休室・臨時休館のお知らせ
■臨時休館　　2月7日㈬、同8日㈭
■展示室5、6休室　2月28日㈬まで
詳しくは、当館ホームページでもご確認いただけます。

▲弥千代の雛道具のうち貝桶と合貝

げ　もん ご じ こ

【 2月11日㈰は開館31周年記念日！ 】観覧者に抽選で粗品を差し上げます（なくなり次第終了）。

チケットのお申し込み、お問い合わせは
チケットセンター　☎27-5200　(9：00～19：00)
インターネットでも購入いただけます。 https://bunpla.jp/

　　【2月3日㈯9：00予約開始】
　　一般 500 円、友の会 450 円、
　　高校生以下 無料（要入場チケット）
※未就学児は入場いただけません。
※託児サービスがあります（有料 /要予約）。

自由

チ

　ケ

　ッ

　ト

　発

　売

　情

　報

3月18日㈰14：00　メッセホール

ひこね市民大学講座　芸術学部
絵本の中の美術
　　～どうぶつの描き方～
　「かわうそ３きょうだい」
「ゴリラ日記」「あらしのよる
に」の絵本作家・あべ弘士と、
子どもの本専門店「メリー
ゴーランド」店主で自ら絵
本塾を主宰し、プロの絵本
作家を世に送り出している
増田喜昭が、絵本の中の美
術について熱く語ります。

【各公演　発売初日の予約の取り扱い】
※電話予約・インターネット予約のみの受付となります。
※窓口でのチケット引き取り・販売は翌開館日から承ります。

2月の休館日　5日㈪、13日㈫、19日㈪、26日㈪

チケット販売について

◎表記のチケット価格は、全て税込価格です。

◎未就学児が入場いただけない公演を対象に託児サービスがあります。
子ども1人1,000円です。公演の10日前までにお申し込みください。

◎高校生以下のチケットは、ひこね市文化プラザチケットセンター
窓口のみの取り扱いです。

毎年大好評のお母さんと赤ちゃんがいっしょに楽しめる
コンサート。時間を分けての２回公演です。
童謡や季節の歌、合唱曲など幅広いジャンルでお届け

します。手遊びなど交えながら気軽に楽しめる内容になっ
ています。（それぞれの公演内容は同じです。）

5月19日㈯ 10：15/13：00　メッセホール

5月5日（土・祝） 14：00　エコーホール

ベビーといっしょに
　　　　　　コンサート2018

第９回エコーホールピアノメンバー演奏会

　ア・ピアチェーレ！
今年で 9 回目となる、ひこね市文化プラザエコーホール

ピアノメンバーの登録メンバーによる演奏会です。

自由
【2月17日㈯9：00入場整理券配布開始】
入場無料（要入場整理券）

【2月17日㈯9：00予約開始】
一　般500円、友の会450円
※大人1人につき未就学児2人まで無料。

自由

　絵本が大好きな人、素敵な絵本を探し続けている人、
あべ弘士のファンの人、楽しい講座にぜひお越しくだ
さい。

©あべ弘士

第258回

桃
の
節
句
が
近
づ
き
、
家
々
や
街
角
で
、

雛
の
飾
り
付
け
が
始
ま
る
頃
と
な
り
ま
し

た
。
彦
根
城
博
物
館
で
も
、
恒
例
の
雛
と

雛
道
具
の
公
開
が
始
ま
り
ま
す
。

さ
て
、
毎
年
、
雛
の
展
示
中
に
観
覧
者

か
ら
寄
せ
ら
れ
る
の
が
、「
な
ぜ
男
雛
が
向

か
っ
て
右
に
、女め

雛び
な

が
向
か
っ
て
左
に
並
べ

ら
れ
て
い
る
の
で
す
か
」と
い
う
質
問
で
す
。

こ
の
質
問
に
答
え
る
前
に
、
確
認
を
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、左
右
の
定
義
が
、観
覧
者

か
ら
見
る
場
合
と
、
雛
の
側
か
ら
見
る
場

合
と
で
は
、
逆
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

左
右
の
呼
び
分
け
は
、
一
般
的
に
見
る

人
の
立
ち
位
置
を
基
準
に
し
て
行
い
ま
す
。

し
か
し
、例
え
ば
仏
像
を
見
る
際
の
「
本
尊

の
右
脇
侍じ

」
と
言
え
ば
、
仏
像
か
ら
見
て

右
側
の
像
を
示
し
ま
す
。
仏
像
が
「
ほ
と

け
さ
ま
」
で
あ
り
、
単
な
る
物
で
は
な
い

と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。
雛
の
場
合
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
桃
の
節
句
で
飾
り
付

け
る
男
女
一
対
の
人
形
で
あ
る
雛
は
、
内だ

い

裏り

雛び
な

と
も
呼
ば
れ
、
天
皇
と
皇
后
に
な
ぞ

ら
え
て
つ
く
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
古

い
に
し
えの
日

本
で
は
、
天
皇
は
世
を
統す

べ
る
人
で
あ
り
、

世
の
中
心
と
な
る
存
在
で
し
た
。
天
皇
を

か
た
ど
る
雛
も
こ
れ
に
倣な

ら

い
、
雛
を
主
体

と
し
て
そ
の
左
右
を
考
え
る
べ
き
で
し
ょ

う
。
こ
こ
で
述
べ
る
雛
の
左
右
は
、
雛
か

ら
見
た
左
右
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
現
代
の
雛
の
並
べ
方
の
主
流
は
、

男
雛
が
右
（
向
か
っ
て
左
）、
女
雛
は
左
（
向

か
っ
て
右
）
で
す
。
当
館
の
飾
り
方
は
そ
の

逆
。
疑
問
に
思
わ
れ
る
の
も
も
っ
と
も
で

す
。
実
は
、男
雛
を
右
に
、女
雛
を
左
に
飾

る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
昭
和
天

皇
の
即
位
式
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
３
年
（
１
９
２
８
）
11
月
10
日
、
京

都
の
紫し

宸し
ん

殿で
ん

で
即
位
の
大
礼
が
執
り
行
わ

れ
、
天
皇
は
高た

か

御み

座く
ら

に
、
そ
し
て
そ
の
左

奥
に
設
置
さ
れ
た
御み

帳ち
ょ
う

台だ
い

に
皇
后
が
座
り

ま
し
た
。
天
皇
が
右
に
、
皇
后
が
左
に
並

ば
れ
た
わ
け
で
す
。
そ
の
様
子
は
、
新
聞

に
写
真
入
り
で
掲
載
さ
れ
、
大
い
に
注
目

を
集
め
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

東
京
の
雛
人
形
業
界
で
は
、
こ
の
報
道

を
受
け
て
、
男
雛
を
右
に
、
女
雛
を
左
に

飾
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
全

国
的
に
も
こ
の
並
べ
方
が
主
流
に
な
っ
て

い
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
京
都
を
は
じ
め
と
す
る
関
西
地

方
で
は
、
現
在
で
も
、
男
雛
を
左
に
女
雛

を
右
に
並
べ
る
の
が
主
流
で
す
。
こ
の
飾

り
方
が
、
古
の
伝
統
に
則

の
っ
と

っ
た
飾
り
方
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
た
め
で
す
。

そ
の
根
拠
は
、
左
が
右
よ
り
も
尊
い
と

い
う
、
江
戸
時
代
以
前
の
考
え
方
に
あ
る

と
さ
れ
ま
す
。
な
ぜ
、
左
の
ほ
う
が
尊
い

の
で
し
ょ
う
か
。

古
来
中
国
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
思
想

に
、「
天て

ん

子し

南な
ん

面め
ん

す
」
と
い
う
考
え
方
が
あ

り
ま
す
。
儒
教
の
経
典
の
一
つ
と
し
て
知

ら
れ
る
『
易え

き

経き
ょ
う』

に
、「
聖
人
、南
面
し
て
天

下
を
聴
き
、明め

い

に
向
か
い
て
治
む
」
と
述
べ

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
天
下
を
統
べ
る
者

は
、
南
を
向
い
て
政
務
に
当
た
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
方
で
す
。
こ
れ

は
日
本
の
伝
統
的
な
し
き
た
り
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
、
京
都
の
御
所
も
こ
れ
に

則
っ
た
建
物
の
配
置
と
な
っ
て
お
り
、
紫

宸
殿
は
南
向
き
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

天
皇
が
南
を
向
く
と
き
、
そ
の
左
側
は

東
と
な
り
ま
す
。日
の
出
る
方
角
で
す
。こ

の
こ
と
か
ら
、
左
が
尊
い
と
い
う
考
え
が

生
ま
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

こ
れ
ら
の

こ
と
を
考
え

合
わ
せ
る
と
、

男
雛
を
右
と

す
る
飾
り
方

は
現
代
的
、

逆
に
左
と
す
る
飾
り
方
が
伝
統
的
と
言
う

こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
彦
根
城
博
物

館
で
展
示
し
て
い
る
雛
の
多
く
は
、
江
戸

時
代
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
作
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
た
め
、
伝
統
的
な
飾
り
方
に

則
っ
て
、
男
雛
を
左
に
女
雛
を
右
に
並
べ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
雛
の
飾
り
方
ひ
と
つ
を

と
っ
て
み
て
も
、
時
代
や
地
域
の
違
い
が

あ
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
雛
の
飾

り
を
楽
し
め
る
こ
の
季
節
、
男
雛
と
女
雛

の
左
右
の
並
び
に
つ
い
て
も
、
是
非
、
注

目
し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

(

彦
根
城
博
物
館
学
芸
員　

奥
田
晶
子)

お
雛ひ

な

　さ
ま様

の
並
べ
方 

　
―
男お

　
び
な雛

は
右
？ 

そ
れ
と
も
左
？
―

写
真
の
作
品
は
、
特
別
公
開
「
雛
と
雛

道
具
」
で
、
２
月
９
日
㈮
～
３
月
６
日

㈫
ま
で
展
示
し
ま
す
。（
期
間
中
無
休
）

◀
立
雛(

彦
根
城
博
物
館
蔵)



21 2018・2・1 202018・2・1

▼
交
差
点
ま
た
は
そ
の
付
近

交
差
点
内
を
避
け
、
道
路

の
左
側
に
寄
っ
て
、
一
時

停
止
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
一
般
の
道
路

緊
急
自
動
車
が
接
近
し
て

き
た
場
合
は
、
道
路
の
左

側
に
寄
っ
て
、
進
路
を

譲
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
狭
い
道
路

緊
急
自
動
車
の
通
行
に
支

障
が
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
自
転
車
走
行
中
や
歩
行
中

自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
人

や
歩
道
の
な
い
道
路
を
歩

い
て
い
る
人
は
、
走
行
・
歩

行
を
止
め
進
路
を
譲
っ
て

く
だ
さ
い
。

消
防
車
や
救
急
車
な
ど
の
緊
急

車
両
は
、
一
刻
も
早
く
火
災
な
ど

の
災
害
現
場
に
到
着
し
、
被
害
を

最
小
限
に
す
る
た
め
の
消
防
活
動

を
行
っ
た
り
、
け
が
や
病
気
の
人

を
速
や
か
に
医
療
機
関
へ
搬
送
し

た
り
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
道
路
の
右
側
部
分
に

車
体
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
は
み

出
し
て
通
行
す
る
こ
と
や
、
赤
信

号
の
交
差
点
に
進
入
で
き
る
こ
と

な
ど
の
特
例
が
、
法
律
で
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
緊
急
自
動
車
が
安
全

に
通
行
す
る
た
め
に
は
、
皆
さ
ん

の
協
力
も
必
要
で
す
。
緊
急
自
動

車
が
接
近
し
て
き
た
場
合
は
、
次

の
よ
う
に
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

緊
急
車
両
の
走
行
に

　
　
　
　
　
ご
理
解
と
ご
協
力
を

　

一
般
家
庭
・
事
業
所
を
問

わ
ず
、
消
火
器
な
ど
の
訪
問

販
売
や
、
訪
問
点
検
に
よ
る

被
害
が
市
内
で
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

訪
問
業
者
は
言
葉
巧
み
に

消
火
器
な
ど
を
高
額
で
販
売

し
た
り
、
点
検
を
口
実
と
し

て
多
額
の
費
用
を
請
求
し
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
被
害
を
防

止
す
る
た
め
に
、
次
の
よ
う

な
言
葉
に
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
「
消
防
の
ほ
う
か
ら
来
ま

　

し
た
」

あ
い
ま
い
な
言
い
方
で
消

防
職
員
や
市
職
員
を
装
う
。

▼
「
法
律
が
変
わ
り
、
一
般

の
家
庭
に
も
消
火
器
の
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
」

　

偽
り
の
説
明
で
購
入
を
促

　

す
。

▼
「
消
火
器
の
設
置
状
況
を

確
認
し
ま
す
」

自
宅
や
事
業
所
内
の
正
常

な
消
火
器
で
も
有
効
期
限

切
れ
な
ど
と
偽
っ
て
交
換

さ
せ
る
。

ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

　

消
防
署
で
は
、
消
火
器
な

ど
の
販
売
や
あ
っ
せ
ん
は
一

切
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
訪
問

業
者
を
あ
や
し
い
と
感
じ
た

ら
、
身
分
証
明
書
の
提
示
を

求
め
ま
し
ょ
う
（
た
だ
し
、
身

分
証
明
書
を
持
参
し
て
い
る
か
ら

と
安
心
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
身

分
証
明
書
は
、
相
手
の
身
分
を
確

認
す
る
だ
け
で
、
不
適
切
な
業
者

で
は
な
い
と
い
う
証
明
に
は
な
り

ま
せ
ん
）。

　

一
般
家
庭
で
は
、
初
期
消

火
に
有
効
で
あ
る
消
火
器
を

設
置
す
る
よ
う
勧
め
て
い
ま

す
が
、
設
置
の
義
務
は
あ
り

ま
せ
ん
。
点
検
や
消
火
薬
剤

を
交
換
す
る
義
務
も
あ
り
ま

せ
ん
。

　

訪
問
業
者
に
よ
る
販
売
な

ど
を
不
安
に
感
じ
た
場
合
は
、

あ
い
ま
い
な
意
思
表
示
や
サ

イ
ン
・
押
印
を
せ
ず
に
、
毅き

然ぜ
ん

と
し
た
態
度
で
は
っ
き
り

と
断
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

不
適
正
な
点
検
や
高
額
請

求
を
す
る
業
者
で
あ
れ
ば
、

す
ぐ
に
警
察
署
や
消
防
署
、

消
費
者
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

除雪のお願い
　消火栓や防火水槽が雪に埋もれた状態で火災が発
生すると、消火する水の確保に時間がかかり、被害
を最小限に食い止めることが難しくなります。

消防署でも、消火栓などが雪で隠れないように除
雪作業を行っていますが、市内に多数設置している
すべてを除雪することはできません。
　お住いの地域で除雪を
行うときは、除雪した雪
で消火栓などを埋めない
ように注意してください。
また、雪に埋もれた消火
栓などがありましたら除
雪にご協力ください。

緊
急
車
両
は
走
行
中
サ
イ
レ
ン

を
鳴
ら
す
こ
と
が
法
律
で
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
夜
間
で
も

サ
イ
レ
ン
を
止
め
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

サ
イ
レ
ン
音
に
つ
い
て
も
ご
理

解
を
願
う
と
と
も
に
、
円
滑
な
緊

急
走
行
の
た
め
に
も
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

備えよう住宅用火災警報
１０年経ったら取り替えましょう！

違反対象物公表制度　4 月 1 日運用開始
詳しくは彦根市ホームページをご覧ください

ご
注
意
く
だ
さ
い

消
火
器
な
ど
の
不
適
切
な

訪
問
販
売
や
点
検

彦根市消防本部予防課☎22-0332・FAX22-9427

観
光
振
興
と
交
流
促
進

　

湖
東
圏
域
の
魅
力
を
活
か
す
た
め
、圏
域

を
縦
断
す
る
近
江
鉄
道
や
中
山
道
な
ど
の

街
道
な
ど
を
基
軸
と
し
た
エ
コ
な
観
光
に

着
目
し
、び
わ
こ
湖
東
路
観
光
協
議
会
な
ど

を
核
に
し
て
、滞
在
を
目
的
と
し
た
「
着
地

型
の
観
光
振
興
」
に
よ
る
交
流
人
口
（
地
域

に
訪
れ
る
人
の
数
）
の
増
加
や
滞
在
型
観
光
を

目
指
し
ま
す
。

び
わ
こ
湖
東
路
観
光
協
議
会

　

圏
域
の
観
光
資
源
で
あ
る
彦
根
城
、
多
賀

大
社
、
湖
東
三
山
な
ど
を
掲
載
し
た
季
刊
の

観
光
情
報
誌
の
発
行
や
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
発

行
す
る
観
光
情
報
誌
へ
の
広
告
の
掲
出
な

ど
、
圏
域
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

県
外
に
住
む
中
学
生
に
、
修
学
旅
行
で
田

植
え
や
野
菜
の
収
穫
な
ど
の
農
作
業
や
郷

土
料
理
づ
く
り
な
ど
を
体
験
し
て
も
ら
い
、

湖
東
定
住
自
立
圏
（
彦
根
市
と
愛
荘
町
、
豊
郷
町
、
甲 

良 

町
、
多
賀
町
と
の

広
域
連
携
）
の
具
体
的
な
取
り
組
み

圏
域
の
豊
か
な
自
然
や
文
化
に
触
れ
、
地
元

の
人
々
と
交
流
す
る
民
泊
（
体
験
型
観
光
）
の

受
け
入
れ
に
も
力
を
入
れ
、
教
育
旅
行
の
誘

致
を
進
め
て
い
ま
す
。

湖
東
圏
域
エ
コ
交
通
推
進
事
業

　

圏
域
内
の
近
江
鉄
道
の
各
駅
や
観
光
施

設
な
ど
で
自
転
車
の
乗
り
捨
て
が
で
き
る

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
「
め
ぐ
り
ん
こ
」
を
設
置

し
、
来
訪
者
の
利
便
性
向
上
と
、
自
転
車
で

さ
ま
ざ
ま
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
っ
て
も

ら
う
こ
と
に
よ
る
滞
在
時
間
の
延
伸
を
図

る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

駅
を
起
点
と
し
た
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
拠

点
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
公
共
交
通
機

関
や
自
転
車
を
活
用
し
た
、
ス
ロ
ー
で
エ
コ

な
観
光
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

観
光
企
画
課
☎
30-

６

１
２
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

９
６
７
６
番

「ふるさと交流体験（民泊）」　とは？
　県外の子ども達との交流を通じ、伝統や食文化など
を発信することを目的に、教育旅行（修学旅行など）を
一般家庭で受け入れる取り組みです。
受入家庭を募集しています
　受入家庭では、特別なことをする必要はありません。
「ありのままの彦根の暮らし」を子ども達と共有して
ください。参加した子ども達は、彦根の豊かな自然や
城下町の風情の中で、田んぼや畑での農作業や郷土料
理づくりなど、都市では味わうことのできない彦根な
らではの思い出をたくさん作っています。また、受入
家庭の皆さんからは「子ども達との触れ合いで元気が

でた」と聞いてい
ます。
　皆さんも、子ど
も達と楽しい時間
を過ごしてみませ
んか。詳しくはお
問い合わせくださ
い。

受入日程　5 月 30 日㈬～同 31 日㈭の 1 泊 2 日　
横須賀市立大津中学校（神奈川県）3 年生の皆さん

受入条件　受入人数は 1 家庭当たり 4 人 (6 畳のお部屋
が 1 つあれば大丈夫です )

体験内容（例）　郷土遊び体
験 ( カロムなど )、琵琶湖の
清掃、荒神山や城下町の
散策、農作業、郷土料理・
お菓子づくり　など

行程（例）
＜ 1 日目＞入村式→昼食

→各家庭での交流・体験
→夕食→就寝

＜ 2 日目＞起床→朝食→
各家庭での交流・体験→昼食→退村式

※子ども達には、受入家庭と一緒に食事づくりも体験
してもらいます。

※受入家庭には、受入人数に応じて体験指導料をお支
払いします。

問い合わせ先　 観光企画課☎ 30-6120
　　　　　　　 農林水産課☎ 30-6118

ふるさと交流体験 (民泊 )の受入家庭を募集しています
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井
上
凛り

音お

ち
ゃ
ん

（
川
瀬
馬
場
町
）

杉
浦　

珀は
く

ち
ゃ
ん

（
西
今
町
）

〜春を迎えるためのダイエットレッスン～

冬場についた脂肪を落としたい人は、この機会に
日頃の食生活を見直してみませんか。
日時　3月16日㈮
　　　いずれも 9：00 ～、10：30 ～
　　　〈予約制、各１人〉
場所　くすのきセンター２階
※上記のテーマ・日時以外にも、さまざまな栄養相

談を受け付けています。

栄 養 相 談

広報ひこねへの広告を募集しています
掲載料　　1 枠　3 万円（1 号あたり）
大きさ　　縦　45.5mm　横　86mm
申込締切　原則、発行日の 1 か月前
※ホームページのバナー広告も募集中です。詳し

くはお問い合わせください。
申込・問い合わせ先　 秘書政策課☎ 30-6103、

FAX22-1398

ぴ よ ぴ よ サ ロ ン

助産師を囲んで子育ての楽しさや悩みなど、何で
も気軽に話しましょう。
日時　2 月 28 日㈬
　　　10：00 〜 11：30
　　　（受付 9：45 〜 10：00）

場所　くすのきセンター 1 階
対象　市内に住民登録のある

2 〜 3 か月児とその保護者
持ち物　母子健康手帳、バスタオル（おくるみも可）

赤ちゃんのお世話（お風呂、着替えなどの体験）や交
流会をします。
日時　2月24日㈯　9：30〜12：00
　　　（受付9：15〜9：30）

場所　くすのきセンター１階
対象　市内に住民登録のある妊娠 24 週以降の夫婦
定員　18 組（申込者多数の場合は、予定日が近い人、第

１子の人を優先します）

持ち物　母子健康手帳、父子健康手帳
申込期間　2 月 1日㈭〜同13日㈫
申込方法　 健康推進課に電話か FAX
　で申し込んでください。QR コード
　対応の携帯電話を使って申し込むこ
　ともできます。
その他　託児はありません。

▲パパママ
　学級の申込
　ＱＲコード

パ パ マ マ 学 級

妊娠中は、歯周病にかかりやすいといわれています。
歯科健診や正しいブラッシング指導、赤ちゃんの歯に
ついての話を聞いてみませんか。
日時　2月22日㈭
　　　13：30 〜 15：30（受付 13：15 ～ 13：30）

場所　くすのきセンター 1 階
対象　彦根市に住民登録のある妊娠16週以降の妊婦
申込期間　2月1日㈭〜同13日㈫
申込方法　 健康推進課に電話か

FAX。QR コード対応の携帯電話
を使って申し込むこともできます。

持ち物　母子健康手帳、手鏡、歯ブラ
シ、コップ、口ふきタオル

その他　託児はありません。

▲プレママの
　歯科相談の
　申込ＱＲコード

プ レ マ マ の 歯 科 相 談

平成 29 年度の対象者
　今までに 23 価肺炎球菌ワクチンを接種したこと

がなく、次の①②いずれかに当てはまる人
　①下表の生年月日の人

② 60 歳以上 65 歳未満で、心臓、腎臓、呼吸器の
機能に障害がある人またはヒト免疫不全ウイルス
による免疫機能に障害を有する人

対象者には、平成 29 年 4 月に予診票を郵送し
ています。公費助成が受けられる接種期間は平成
30 年 3 月 31 日までです（接種期限を過ぎると自費
での接種になります）。予防接種の実施日は医療機関に
よって異なりますので、お早めに予約してください。
※予診票は医療機関にはありません。予診票を紛失

した人や転入してきた人は、 健康推進課に連絡
してください。

高齢者肺炎球菌感染症の予防接種　接種期限は3月31日㈯まで
高齢者肺炎球菌感染症の予防接種は、平成 26 年 10 月から平成 30 年度までの間に、1 人 1 回、

定期接種の対象になる機会があります。対象となる年度のみ公費助成が受けられます。
平成 31 年度以降は、65 歳の人のみ定期接種の対象となります。

年齢 対象者の生年月日
昭和27年4月2日～昭和28年4月1日生

昭和22年4月2日～昭和23年4月1日生

昭和17年4月2日～昭和18年4月1日生

昭和12年4月2日～昭和13年4月1日生

昭和 7年4月2日～昭和 8年4月1日生

大正11年4月2日～大正12年4月1日生

大正 6年4月2日～大正 7年4月1日生

65歳

70歳

75歳

80歳

85歳

90歳

95歳

100歳

昭和 2年4月2日～昭和 3年4月1日生

2 月 4日㈰〜同 10日㈯　滋賀県がんと向き合う週間
「私はがんになりません。」そう言い切れるのは、2人に 1人。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　知らないことが一番危険なのです。
　がんを予防しましょう

　日本人の 2 人に 1 人ががんになり、3 人に１人ががんで亡くなっています。
がんは早期に発見し、早期に治療を行えば、完治の可能性は非常に高くなりま
す。がんで命を落とさないためには、がんにならない生活習慣を心がけるとと
もに、定期的にがん検診を受けましょう。

▲滋賀の健康づくりキャラクター
しがのハグ＆クミ

①　たばこは禁煙しましょう
②　節度ある飲酒を心がけましょう
③「主食」「主菜」「副菜」をそろえてバランスの良い食事をとりましょう
④　運動を心がけましょう
⑤　適正な体重を維持しましょう

〜がんを防ぐ５つの習慣〜

複十字シール

平成30年3月30日OPEN予定

昨年 11 月から年末にかけて、結核を予防す
る事業の推進のために、複十字シール募金運動
を行いました。ご協力ありがとうございました。
▶シール封筒組み合わせ　271 組
▶募金総額　58,220 円
問い合わせ先　 健康推進課☎ 24-0816、

FAX24-5870

彦根市に「特別警報」または
「暴風警報」が発令された場
合（午前の実施は7：00、午後の
実施は 10：30 時点）は、健診
や相談などが中止になります。

募金運動の結果
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24

人口と世帯数
　　　　　　平成30年1 月１日現在

人　口
　男
　女
世帯数

　　　　　　　　（　）内は前月との比較

112,720 人（＋ 30）
　 55,830 人（＋ 48）

56,890 人（− 18）
46,967 世帯（＋ 63）

今
月
の
表
紙

便利なマイナンバーカードをご利用ください
　マイナンバー制度が始まり、就職・転職、出産・育児、病気、年金受給など多くの場面でマイナン
バーの提示が必要となっています。本人確認の際に公的な身分証明書として利用できたり、住民票な
どの証明書のコンビニ交付サービスが利用できたりします。市民の人は彦根城・玄宮園・彦根城博物
館・夢京橋あかり館に無料で入場できます。便利なカードですので、ぜひご利用ください。
問い合わせ先　 市民課☎ 30-6111、FAX22-1398

サヨナライベント
彦　根　市　民　体　育　セ　ン　タ　ー

日時　2 月 24 日㈯　9：30 ～ 15：00
場所　彦根市民体育センター（松原町）

費用　無料
申込方法　彦根市ホームページで申込書をダ

ウンロードし、直接窓口に持参するか FAX
で申し込んでください。
※「スポーツ指導者育成講習会」は、彦根市

体育協会事務局に電話で申し込んでくだ
さい。

滋賀レイクスターズ
バスケットクリニック

時　間 会　場 定　員 申込期限 申込・問い合わせ先プログラム

みんなあつまれ
親子でリズム！

対　象

みんなあつまれ
ラストうんどう会

国体彦根市開催種
目実演・体験講座
（ハンドボール、
なぎなた、弓道）

スポーツ指導者
育成講習会 (※)
「心と身体をつなぐコーチ
ングのあり方」
講師：豊田則成さん (び
わこ成蹊スポーツ大学　副
学長）

9:30 ～ 11:50

10:00 ～ 11:00

13:30 ～ 14:30

13:30 ～ 15:00

13:30 ～ 15:00

第 1競技場

第 2競技場

第 2競技場

第 1競技場

会議室
A・B

小学生
（経験問わず）

一般
（小学生以上）

スポーツ
関係者・一般
（20歳以上）

親子（未就学児）

16歳以上

90人（先着順）

30組（60人）
（先着順）

40人（先着順）

80人

2月13日㈫

なし 申込不要

　教育委員会
保健体育課
（尾末町1-38）
☎24-7975、
FAX23-9190

彦根市体育協会
事務局
（松原町3751-7）
☎23-2293

2月13日㈫

ひこにゃんや滋賀国体・全
スポ大会マスコットキャ
ラクター キャッフィーと
チャッフィーも登場します。

み
ん
な
が
自
分
ら
し
く

　

輝
け
る
ま
ち
に

皆
さ
ん
が
思
う
「
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
ま
ち
」
は
、
ど
ん
な
ま

ち
で
す
か
。
今
回
は
「
多
文
化

共
生
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
外
国
人

住
民
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た

が
、
国
籍
以
外
に
も
、
人
そ
れ
ぞ

れ
に
多
様
な
個
性
が
あ
り
ま
す
。

住
む
人
み
ん
な
が
、
自
分
ら
し

く
暮
ら
せ
る
あ
た
た
か
な
ま
ち
づ

く
り
を
、
こ
れ
か
ら
も
考
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

彦根市民体育センターは 3 月末で閉館します
　同センターは、2024 年に開催される滋賀国体・全国
障害者スポーツ大会の主会場整備により、3月末で閉
館することとなりました。現在、(仮称)彦根市新市民
体育センターの整備に取り組んでいます。新施設開館
までの約4年間、皆さんにはご不便をおかけすること
となりますが、ご理解、ご協力をお願いします。
※市内や近隣市町の体育館などの情報を彦根市ホーム
ページに随時掲載していきます。
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